
 

第１回糸魚川市男女共同参画推進委員会次第 

 

                       日時：令和８年８月４日(火) 

                          午後１時 30分～ 

                       会場：市役所２階 201会議室 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ 市長あいさつ 

 

 

３ 委員、事務局紹介                       … 資料 №1 

 

 

４ 委員長、副委員長選出 

 

 

５ いといがわ男女共同参画プランとは               … 資料 №2 

 

 

６ 諮 問 

 

 

７ 審議事項 

⑴ 第３次いといがわ男女共同参画プラン事業の進捗について    … 資料 №3 

 

⑵ 市民アンケート結果について                      … 資料 №4 

 

⑶ プランの体系について 

  第４次いといがわ男女共同参画プラン（体系案）        … 資料 №5-1 

   第６次男女共同参画基本計画資料（内閣府）          … 資料 №5-2  

 

⑷ 今後のスケジュール（案）                   … 資料 №6 

 

 

８ その他 

 

 

９ 閉 会 

 

 



氏　名 所　属　等 新任・再任

1 学識経験者 丸山　京子 ― 新任

2 冨永　範子 糸魚川市校長会 再任

3 比後　和泉 糸魚川市私立保育園・認定こども園連盟 新任

4 伊藤　麗 一般社団法人　糸魚川青年会議所 新任

5 水上　康子 株式会社　八川屋商店 再任

6 丸山　祐一郎 連合新潟上越地域協議会糸魚川支部 新任

7 磯野　茂 社会福祉法人　奴奈川福祉会 再任

8 杉野　尚 糸魚川人権擁護委員協議会 新任

9 東　美穂 糸魚川国際交流協会 新任

男女共同参画推進委員名簿

区　分

各種団体等

資料№１



いといがわ男女共同参画プランとは 

 

 

１ 計画策定の趣旨 

 「男女共同参画基本法」に基づき、男女共同参画社会の実現に向け、市が施策を総合的かつ体

系的に推進するための基本的方向性を示すことを目的として策定する計画です。 

 

２ 計画の性格と位置づけ 

 ⑴ この計画は、「男女共同参画社会基本法」に基づく計画です。 

 ⑵ この計画は、国の基本計画及び県の計画を勘案して作成するものです。 

 ⑶ この計画の一部は、「女性活躍推進法」及び「配偶者暴力防止法」に基づく糸魚川市の計画

に位置付けます。 

 ⑷ この計画は、市の最上位計画である「第４次糸魚川市総合計画（令和９～15 年度）」と整

合性をもつものであり、さらに各分野の個別計画にも反映をしている計画です。 

 ⑸ この計画は、糸魚川市における男女共同参画社会の実現を図るために、行政、市民、企

業、団体等との連携を図りながら、相互理解のもとに協力しながら推進するための行動指針

となります。 

 

３ 計画の期間 

  令和９年度から令和 13 年度まで（５年間） 

 

４ プラン策定の流れ 

 

資料№2 



(1)男女共同参画への理解の促進

担当課 指標 指標名 単位 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R３ R４ R５ R6 R7
R８

目標値
事業概要・取組内容

R7
R８

達成状況 現状分析 現状の課題 今後の施策展開
参考資料・データ

の出典
関連事業

総務課 目標

男女平等意識に
ついて　家庭生
活で、「平等に
なっている」と
回答する人の割
合

％ 23.2 28.0 37.0 未達成

令和２年度現状値
から4.8ポイント増
加したが、目標値
に9ポイント達しな
かった。（令和７
年度時点）

目標値には達して
いないものの、令
和２年度現状値か
らは増加傾向にあ
るため、一定数の
意識改善がみられ
る。

「平等になってい
る」と回答した人
の割合は増加した
ものの、「男性の
方が非常に優遇さ
れている」と回答
した人の割合が3.8
ポイント増加して
いる。

糸魚川市男女共同
参画に関する市民
アンケート（令和
７年度）

総務課 目標

男女平等意識に
ついて　学校教
育の場で、「平
等になってい
る」と回答する
人の割合

％ 59.4 61.4 75.0 未達成

令和２年度現状値
から2ポイント増加
したが、目標値に
13.6ポイント達し
なかった。（令和
７年度時点）

目標値には達して
いないものの、令
和２年度現状値か
らは増加傾向にあ
るため、一定数の
意識改善がみられ
る。

「平等になってい
る」と回答した人
の割合は増加した
ものの、「女性の
方が優遇されてい
る」と回答した人
の割合が増加して
いる。

糸魚川市男女共同
参画に関する市民
アンケート（令和
７年度）

総務課 目標

男女平等意識に
ついて、社会通
念、習慣、しき
たり等で、「平
等になってい
る」と回答する
人の割合

％ 6.0 7.9 25.0 未達成

令和２年度現状値
から1.9ポイント増
加したが、目標値
に17.1ポイント達
しなかった。（令
和７年度時点）

目標値には達して
いないものの、令
和２年度現状値か
らは増加傾向にあ
るため、一定数の
意識改善がみられ
る。

男女各年代共に
「平等になってい
る」と回答した割
合は低くなってい
る。特に40代女性
の多くが「男性の
方が優遇されてい
る」と回答してい
る。

糸魚川市男女共同
参画に関する市民
アンケート（令和
７年度）

(2)政策・方針決定過程への女性の参画拡大

担当課 指標 指標名 単位 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R３ R４ R５ R6 R7
R８

目標値
事業概要・取組内容

R7
R８

達成状況 現状分析 現状の課題 今後の施策展開
参考資料・データ

の出典
関連事業

総務課 目標
各種審議会等に
おける女性委員
の割合

％ 27.2 27.1 25.8 25.0 25.2 25.5 25.9 25.7 23.5
R8.９月
調査実施

40.0
市の審議会等への女性
委員の登用促進

未達成
割合に大きな変化
はなく、依然目標
値と乖離がある。

割合に大きな変化
はなく、依然目標
値と乖離がある。

各課への呼びかけ
は行っているもの
の、団体構成員に
女性が少ないなど
の原因により女性
の登用が進まな
い。

引き続き、各課へ
の呼びかけを行
う。

内閣府男女平等推
進施策の推進状況
調査（令和６年
度）

総務課 目標

(市役所)
課長相当職以上
の職にある職員
に占める女性の
割合

％ 3.2 3.1 3.4 3.8 4.2 8.7 13.5 13.5 17.6 17.1 10.0
市の管理職に就く女性
職員の割合向上

達成
達成（６人／３５
人）

H29年度以降、毎
年少しずつ割合が
上がっている。

管理職適齢期であ
る女性職員が少な
い。

女性職員の採用・
育成を継続する。
出産育児後も復帰
しやすい環境整備
を行う。

糸魚川市における
女性職員の活躍の
推進に関する特定
事業主行動計画
（目標３）

第3次いといがわ男女共同参画プラン　進捗管理シート（資料№3）

Ⅰ　男女共同参画の推進に向けた社会づくり

男女があらゆる分
野の活動に対等に
参画できるよう
に、あらゆる機会
や多様な媒体等を
通じた広報・啓発
活動を行う等様々
な視点から施策を
展開していく。
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(3)地域における男女共同参画の推進

担当課 指標 指標名 単位 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R３ R４ R５ R6 R7
R８

目標値
事業概要・取組内容

R7
R８

達成状況 現状分析 現状の課題 今後の施策展開
参考資料・データ

の出典
関連事業

総務課 目標

男女平等意識に
ついて 地域社
会の中で（町内
会等の活動の中
で）、「平等に
なっている」と
回答する人の割
合

％ 22.4 1.2 40.0 未達成

令和２年度現状値
から21.2％大幅に
減少し、目標値に
38.8ポイント達し
なかった。（令和
７年度時点）

男女ともに、令和
２年度調査から
「女性の方が非常
に優遇されてい
る」と回答した方
が大幅に増加して
いる。

「男性優遇の意思
決定」という古い
体質が残る一方
で、そもそも「地
域活動に関わるこ
と自体が重荷であ
る」というネガ
ティブ志向が広
がっている。

男女が地域社会活
動に対等に参画で
きるように、あら
ゆる機会や多様な
媒体等を通じた広
報・啓発活動を行
う等様々な視点か
ら施策を展開して
いく。

糸魚川市男女共同
参画に関する市民
アンケート（令和7
年度）

地域協働課 目標
自治会長に占め
る女性の割合

％ 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.6 0.5 1.1 0.5 1.1 6.1 未達成
昨年度より上昇し
たが、目標値には
達成していない。

女性の自治会長は
例年1～2名程度に
推移しており、今
後の上昇は厳しい
状況である。

自治会活動であ
り、自治会長の選
出方法や、住民の
意識の確認を把握
することが難し
い。

自治会活動であ
り、自治会長の選
出について行政か
ら関与することは
難しい。

地区代表者（区長
等）名簿

危機管理課 目標
防災会議の委員
に占める女性の
割合

％ 0.0 0.0 0.0 0.0 2.5 2.5 0.0 0.0 0.0 2.5 5.0
防災会議委員への女性
委員の登用促進

未達成

令和６年度現状値
から2.5ポイント上
昇したが、目標値
は達成していな
い。

構成組織の代表者
が男性であること
が多いため、女性
の登用が進んでい
ない。

構成組織における
代表者等への女性
の登用が進んでい
ないことが要因。

会議の設置目的
上、構成組織の見
直しは厳しい。委
員の選出について
は、行政から関与
することは難し
い。

第３次いといがわ
男女共同参画プラ
ン
防災会議委員名簿

危機管理課 目標
消防団員に占め
る女性の割合

％ 2.3 2.3 2.4 3.0 2.7 2.4 2.7 2.7 2.7 3.5 3.0
加入促進イベントの開
催

達成

令和６年度現状値
から0.7ポイント上
昇し、目標達成し
た。

消防団員の高年齢
化、減少傾向が進
んでいる。

毎年の新入団、途
中入団の数よりも
多く退団している
ため、減少傾向が
続いている。

消防団員の加入促
進を各種イベント
等で啓発する。
機能別消防団員の
検討。

消防団員名簿
女性消防団
員の活躍

危機管理課 参考
消防吏員に占め
る女性の割合

％ 1.2 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 2.2 2.1

高校等に訪問しての就
職案内やインターン
シップの受入れ。
女性専用の仮眠室等の
整備（R7実施）。

女性からの採用試
験への応募が少な
い状況だが、令和
７年度に１名の応
募があり、令和８
年度に採用。

女性消防吏員の採
用に対してのPRが
不足している。

県、市の就職説明
会、また高校や専
門学校で積極的に
PRする。

消防職員名簿
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(1)雇用等における男女平等の推進

担当課 指標 指標名 単位 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R３ R４ R５ R6 R7
R８

目標値
事業概要・取組内容

R7
R８

達成状況 現状分析 現状の課題 今後の施策展開
参考資料・データ

の出典
関連事業

総務課 目標

「男性は仕事、
女性は家庭を中
心とする方がよ
い」の回答が
「そう思わな
い」の割合

％ 42.1 52.8 70.0 未達成

令和２年度現状値
から10.7ポイント
増加したが、目標
値に17.2ポイント
達しなかった。
（令和７年度時
点）

「そう思わない」
と回答した方は、
女性では全世代に
おいて、５割を超
えているのに対
し、男性はどの世
代も５割を超えて
いない状況であ
る。

総務課 目標

家庭における家
事等の分担につ
いての回答が
「両方同じくら
い」の割合

％ 10.6 17.1 25.0 未達成

令和２年度現状値
から6.5ポイント増
加したが、目標値
に7.9ポイント達し
なかった。（令和
７年度時点）

女性が「自分」と
回答した割合が
60.1％であるのに
対し、男性は
11.5％と低い。

総務課 目標
（市役所)
時間外勤務の年
平均時間

時間 154.3 150.2 127.9 136.6 124.5 124.7 137.4 141.6 137.8 119.5 100

業務に応じた人事の適
正配置・職員採用や時
間外勤務をしない日を
設定するなど、時間外
勤務の削減を図る。

未達成
前年度とほぼ同水
準であり、達成で
きなかった。

イベントの復活や
災害対応があり、
増加したと考えら
れる。

人員の適正配置と
業務内容の見直し
が必要。

人員の適正配置を
進めるとともに、
個々の職員のタイ
ムマネジメント力
の向上を図る。

糸魚川市における
女性職員の活躍の
推進に関する特定
事業主行動計画
（目標７）

総務課 参考

（市役所）
全職員における
女性の採用者の
割合

％ 50.0 33.3 46.7 69.2 53.8 45.5 56.3 56.3 60.0 50.0 50.0

積極的に市のＰＲを行
い、イメージアップを
図るとともに、広報紙
等を通して試験実施の
周知を図る。

達成
達成済（１６人中
８人）

H27年度以降、女
性の採用者割合
は、ほぼ半数。

専門職（消防、保
育士、保健師）の
採用者枠に左右さ
れてしまう。

広報誌やホーム
ページ、採用募集
説明会などで引き
続き、試験実施の
周知を行う。

糸魚川市における
女性職員の活躍の
推進に関する特定
事業主行動計画
（目標１）

総務課 参考

（市役所）
一般行政職にお
ける女性の採用
者の割合

％ 40.0 66.7 37.5 50.0 50.0 42.9 50.0 50.0 42.9 60.0 50.0

積極的に市のＰＲを行
い、イメージアップを
図るとともに、広報紙
等を通して試験実施の
周知を図る。

達成
達成済（１０人中
６人）

H27年度以降、女
性の採用者割合
は、ほぼ半数。

公正に採用してい
るため、男女差で
合否判定はしな
い。

広報誌やホーム
ページ、採用募集
説明会などで引き
続き、試験実施の
周知を行う。

糸魚川市における
女性職員の活躍の
推進に関する特定
事業主行動計画
（目標２）

産業労働課 参考
テレワーカー養
成セミナー受講
者数（年間）

人 9 34 20 16 17 15 11 5 0

テレワークオフィスを
運営し、 ICTを活用し
たテレワークの普及や
在宅就業等の支援・促
進を図る。

R7は公募による
ワーカー養成講座
を実施していな
い。

受講者数は減少傾
向にある。ワー
カー登録はセミ
ナー新規受講生の
ほか、口コミ等に
より継続的にあり
仲間づくりの場に
もなっている。

口コミによるワー
カー希望登録は増
加傾向にあるが、
多様な働き方のひ
とつとしての認知
度はまだ低い。安
定業務の獲得に向
けて、スキルアッ
プ研修の継続が必
要。

業務確保、人材育
成、環境整備の3本
の柱のバランスを
保ちながら、テレ
ワークオフィスの
安定的な運営を図
る。

多様な働き
方推進事業

Ⅱ　女性が活躍できる基盤づくり

特に男性におい
て、未だ固定的な
性別役割分担意識
が残っている。

男女があらゆる分
野の活動に対等に
参画できるよう
に、女性の家事等
にかかる負担を男
性と対応に行うこ
とをあらゆる機会
や多様な媒体等を
通じた広報・啓発
活動を行う等様々
な視点から施策を
展開していく。

糸魚川市男女共同
参画に関する市民
アンケート（令和
７年度）
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担当課 指標 指標名 単位 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R３ R４ R５ R6 R7
R８

目標値
事業概要・取組内容

R7
R８

達成状況 現状分析 現状の課題 今後の施策展開
参考資料・データ

の出典
関連事業

産業労働課 参考
人材育成支援事
業研修受講者数

人 3 1 0

利用実績の低迷、
市内中小企業者か
らの利用希望もな
いため平成30年度
をもって事業終
了。

事務報告書（平成
29年度）

産業労働課 参考

資格試験受験者
数
（研修・資格試
験受験料補助申
請件数）

人 556 388 577 566 360 300 322 486 454 538
昨年度から84件増
加した。

企業の人材育成・
技能向上・就業機
会の向上の一助と
なっている。

女性の多様な働き
方を実現するた
め、女性のキャリ
ア形成を支援する
ことが必要であ
る。

引き続き、対象資
格等の見直しを図
り、資格取得に取
り組む方々の技能
向上や職業能力の
開発等につなげて
いく。

事務報告書（令和
７年度）

糸魚川人材
ゲット＆ス
テップアッ
プ促進事業

地域協働課 参考
男の料理教室参
加者数

人 326 254 322 287 87 52 131 77 18 37 260

料理を通して男性が楽
しみながら、固定的役
割意識の解消を図る場
を創出する。

未達成
達成できなかっ
た。

公民館事業として
男性のみ女性のみ
を対象とした事業
自体行わなくなっ
てきた。

特定の性別だけを
対象とした事業を
公民館で行うのは
不適当とされるよ
うになっているた
め、増加は見込め
ない。

世間の常識や市民
ニーズが変わる
中、事業形態も変
えていく必要があ
る。

事務報告書（令和
７年度）

男の料理教
室

こども家庭課 参考
パパマママタニ
ティスクール参
加者実人数

人 51 36 55 72 35 63 52 58 63 74
事務報告書（令和
７年度）

こども家庭課 参考
パパマママタニ
ティスクール参
加者（女性）

人 31 38 30 40 26 30 27 29 33 40
事務報告書（令和
７年度）

こども家庭課 参考
パパマママタニ
ティスクール参
加者（男性）

人 31 37 25 32 20 27 23 28 30 34
事務報告書（令和
７年度）

こども家庭課 参考
マタニティス
クール初妊婦参
加率

％ 50.0 54.3 32.3 41.9 27.8 44.1 52.1 40.3 40.9 67.3
事務報告書（令和
７年度）

マタニティ
スクール

市民や市内勤務者等の
能力開発のために、受
験料・受講料の一部を
助成する。

初めての子どもを授
かった夫婦に、妊娠・
出産・育児等の助言、
指導をする。

参加者数、初産婦
参加率ともに増加
した。

多くの方が夫婦で
教室に参加してい
る。

より多くの方に参
加していただける
ように教室運営を
工夫していくこと
が必要。

パパマママ
タニティス
クール

参加しやすい内容
や日時の設定を考
える。企業で働く
妊婦が教室に参加
するのに休みが取
りやすい環境が必
要。
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(2)働き方の見直しと仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

担当課 指標 指標名 単位 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R３ R４ R５ R6 R7
R８

目標値
事業概要・取組内容

R7
R８

達成状況 現状分析 現状の課題 今後の施策展開
参考資料・データ

の出典
関連事業

総務課 目標

職場における男
女格差につい
て、「特に男女
格差はない」の
回答割合

％ 23.0 28.5 50.0 未達成

令和２年度現状値
から5.5ポイント増
加しているが目標
値には21.5ポイン
ト達成できなかっ
た。（令和７年度
時点）

男性では「人事異
動・仕事内容」で
35.7％、女性では
「賃金手当・昇給
昇進」で26.3％格
差を感じている。

男性には負担（責
任・労働）の強
制、女性には利胆
（意思決定・賃
金）の制限という
根深い構造が依然
として残ってい
る。

男女が雇用の分野
の活動に対等に参
画できるように、
雇用主への研修会
等や多様な機会を
通じた啓発活動を
行う。

総務課 目標

「ワーク・ライ
フ・バランス」
の名称、内容を
知っている人の
割合

％ 19.1 35.0 30.0 達成
令和２年度より大
幅に増加した。

「知らない」と回
答した方も令和２
年度から18.6％低
下している。

内容に関しては依
然として認知度は
低い。

男女が共に仕事と
生活の調和が図ら
れるように、雇用
主への研修会等や
多様な機会を通じ
た情報提供や啓発
活動を行う。

総務課 目標
ハッピーパート
ナー企業登録件
数

件 27 29 29 30 29 31 31 30 29 29 35

ハッピーパートナー企
業への登録を推進し、
男女共同参画の推進を
図る。

未達成
令和８年３月31日
で事業終了

事業報告書（令和
８年度）

産業労働課 目標
ワーク・ライ
フ・バランス推
進宣言事業所

社 10 14 25 29 29 29 29 29 29 35

企業の職場環境整備へ
の支援や企業訪問によ
るワーク・ライフ・バ
ランスの推進を図る。

未達成
登録事業所が無
かった。

事業内容（目的）
及び宣言後の取組
について、市ウェ
ブサイトで周知し
ている。

制度周知と併せて
働き方に対する意
識改革が必要。

市ウェブサイトで
周知募集を図る。

プロジェクト宣言
書の提出数

総務課 参考

（市役所）
育児休業を取得
する男性職員の
実績を作る

人 0 0 0 0 0 1 1 0 2 8 2

制度の周知を図るな
ど、男性が育児休業を
取得できる職場環境の
整備を図る。

達成
前年度より大幅に
増加した。

希望できる環境の
整備が必要。

各職場の業務が多
忙なこともあり
「職場の理解が得
られないのではな
いか」という意識
の中で取得がしづ
らい環境がある。

1か月以内は賞与の
減額がないことな
どの影響も含め
て、出生時の手続
きの際に周知して
いく。

糸魚川市における
女性職員の活躍の
推進に関する特定
事業主行動計画
（目標４）

総務課 参考

（市役所）
育児休業を取得
する女性職員の
割合

％ 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
制度の周知を図るな
ど、対象職員に対して
積極的に働きかける。

達成
希望する者がすべ
て取得した。

取得率100％を継
続。

本人と職場との育
児休業期間のコン
センサスがどこま
で得られているの
か不明な事例もあ
る。

引き続き、制度周
知の呼びかけを行
う。

糸魚川市における
女性職員の活躍の
推進に関する特定
事業主行動計画
（目標６）

総務課 参考

（市役所）
男性職員の配偶
者出産休暇の取
得割合

％ 87.5 62.5 71.4 50.0 40.0 42.9 22.2 60.0 80.0 88.9
制度の周知を図るな
ど、対象職員に対して
積極的に働きかける。

前年度より取得率
が増加した。

制度の浸透が図ら
れてきている

年次有給休暇の取
得促進も推進する
中で、年休消化率
を上げるために制
度を利用しない職
員もいる。

引き続き、制度周
知の呼びかけを行
う。

糸魚川市における
女性職員の活躍の
推進に関する特定
事業主行動計画
（目標5）

糸魚川市男女共同
参画に関する市民
アンケート（令和
７年度）
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担当課 指標 指標名 単位 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R３ R４ R５ R6 R7
R８

目標値
事業概要・取組内容

R7
R８

達成状況 現状分析 現状の課題 今後の施策展開
参考資料・データ

の出典
関連事業

総務課 参考

（市役所）
子の看護休暇を
取得する男性職
員の割合

％ 14.9 14.9 13.1 8.7 11.8 16.7 17.3 19.4 27.3 46.3

制度の周知を図るな
ど、子の看護休暇を取
得できる職場環境の整
備を図る。

前年度より取得率
が増加した。

該当特別休暇を取
得できるのに、年
次有給休暇を取得
している。

年次有給休暇の取
得促進も推進する
中で、年休消化率
を上げるために制
度を利用しない職
員もいる。

引き続き、制度周
知の呼びかけを行
う。

糸魚川市特定事業
主行動計画（令和2
年度）

産業労働課 参考

ワークライフバ
ランス補助金制
度利用事業者数
（～R1までで取
止め）

人 2 0 1

企業の職場環境整備へ
の支援や企業訪問によ
るワーク・ライフ・バ
ランスの推進を図る。

一定の目的が達成
されたことと、使
用目的の偏りが見
受けられることか
ら、Ｒ１をもって
事業を取りやめ
た。

こども家庭課 参考
子育て環境の満
足度

％
52.4
(R1)

32.9
70.0

（R10
）

社会状況等に応じて、
子育てがしやすい様々
な環境整備を図る。

未達成

計画策定時より大
きくポイントを下
がり、目標達成で
きなかった。

各種アンケート時
点の世情等を反映
することがある。

子育て情報の発信
に工夫を図る必要
がある。

市の情報発信に加
え、国の情報発信
施策など（子育て
支援制度レジスト
リなど）と合わせ
て、周知、啓発を
図る。

第3次糸魚川市総合
計画

こども家庭課 参考
病児・病後児保
育利用者数

人 9 98 458 427 276 506 429 851 1,166 1,454 600

病気の回復期にある児
童及び回復期に至らな
い児童で、家庭で保育
できない児童を一時的
に預かる事業。

達成

目標を達成し、令
和５年11月に病後
児保育室も開設
し、過去一番の利
用実績となった。

共働きの各家族世
帯等にとっては、
仕事を休めない場
合に不可欠な事業
である。

利用者数は増えて
いるが、送迎サー
ビスの利用が低調
である。

緊急避難的な事業
として不可欠のも
のであり、周知・
継続する。

事務報告書（令和
７年度）

病後児保育
事業

こども家庭課 参考
休日お助け保育
利用日数

日 115 79 91 119 103 89 128 78 82 72 120 未達成

平成27年度現状値
から減少し、目標
値に達成できな
かった。

事務報告書（令和
７年度）

こども家庭課 参考
休日お助け保育
利用者数

人 467 346 370 664 406 354 313 253 403 582 500 達成
目標の15%多い利
用があった。

事務報告書（令和
７年度）

こども家庭課 参考
一時保育利用者
数

人 1,306 1,415 1,175 837 952 1,091 1,168 1,024 1,207 692 1,200

保育園に入所していな
い４ヶ月～就学前児童
の一時的な預かり。
公立２園、私立５園/
週３回まで可。
利用料金（各加算あ
り）：
３歳未満児800円/回
３歳以上児600円/回

未達成
利用が急減してお
り、未達成。

一時保育制度の
ニーズも一定数あ
る。

急な利用であって
も、一定人数の保
育士の確保が必要

利用ニーズを把握
しながら事業実施
に努める。

事務報告書（令和
７年度）

特別保育事
業

こども家庭課 参考
ファミリーサ
ポートセンター
登録者数

人 56 58 63 65 71 62 66 80 97 60 120
放課後の預かり、保育
施設時間外の預かり及
び送迎。

未達成

目標に達していな
い。
利用実績はほぼ横
ばいである。

利用者は固定して
いる状況である。

利用者の増加のた
めには、提供会員
の更なる増加が必
要である。

研修の充実など、
提供会員数の増加
と資質向上を図
る。

事務報告書（令和
７年度）

ファミリー
サポートセ
ンター事業

休日における保育。
利用する保護者に費用
の一部を助成。

世帯状況や保護者
の業種で年により
ばらつきがある
が、利用が減少し
ている。

保護者ニーズには
応えていると考え
る。

休日等に保育を必
要とする世帯のた
めに継続して実施
していく。

休日お助け
保育事業
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担当課 指標 指標名 単位 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R３ R４ R５ R6 R7
R８

目標値
事業概要・取組内容

R7
R８

達成状況 現状分析 現状の課題 今後の施策展開
参考資料・データ

の出典
関連事業

こども家庭課 参考
学童保育利用者
数

人 39,132 39,769 38,957 37,908 35,542 39,228 38,259 39,100 40,128 41,985 35,000

開設時間
平日　授業終了後～
18：00
土曜日・長期休業中
8：00～18：00
※18：30まで延長利
用可
利用料金：6,000円/
月（8月は8,000円/
月）

達成

目標は達成してい
る。
利用実績は増加傾
向

利用者について
は、児童数の減少
により、今後減少
していくものと推
定しているもの
の、年々利用者数
は増加。

アレルギーや障害
など配慮が必要な
児童のかかわり方
について、支援員
の知識が不足して
いる。

委託事業者と連携
し、支援員の確保
と研修などの資質
向上を図り、安定
的な運営を行う。

事務報告書（令和
７年度）

学童保育事
業

こども家庭課 参考

赤ちゃんふれあ
いスクール実施
校数
→Ｒ５年度～未
来のパパママ応
援事業実施校数

校 21 17 15 12 0 0 0 4 4 4
事務報告書（令和
７年度）

こども家庭課 参考

赤ちゃんふれあ
いスクール参加
児童、生徒数
→Ｒ５年度～未
来のパパママ応
援事業参加生徒
数

人 697 623 687 596 0 0 0 289 313 398
事務報告書（令和
７年度）

親子の絆応
援事業

思春期に赤ちゃんとの
ふれあいを体験するこ
とで、他者への思いや
りの心や命の尊さを学
ぶ。
→Ｒ５年度～「未来の
パパママ応援事業」に
変更。中学3年生対
象。

Ｒ５年度より、感
染症の影響で事業
内容と対象の見直
しを実施。目的と
していた、市内全
中学校の3年生を対
象に実施できた。

赤ちゃんとのふれ
あい、妊婦体験
ジャケットの着
用、赤ちゃん人形
でお世話体験、保
護者にインタ
ビュー等を通し
て、育児の大変さ
を知り、命の尊さ
を考える機会と
なっている。

赤ちゃんとのふれ
あい、妊婦体験や
インタビュー等を
実施していたが、
授業の時間(50分)
が限られているた
め内容の精査が必
要。

生徒にとって、赤
ちゃんとのふれあ
いが貴重な体験と
なることから、ふ
れあいの時間を優
先して確保できる
よう、内容を検討
していく。
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Ⅲ　安心して暮らせる環境づくり

(1)配偶者等からの暴力の根絶

担当課 指標 指標名 単位 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R３ R４ R５ R6 R7
R８

目標値
事業概要・取組内容

R7
R８

達成状況 現状分析 現状の課題 今後の施策展開
参考資料・データ

の出典
関連事業

総務課 目標

「身体的な暴力
をされたことが
ある」の回答割
合

％ 3.3 3.1 減少 達成

総務課 目標
「身体的な暴力
をしたことがあ
る」の回答割合

％ 1.8 1.0 減少 達成

総務課 目標

「 精 神 的 な 暴
力・社会的な暴
力をされたこと
がある」の回答
割合

％ 8.4 7.9 減少 達成

総務課 目標

「 精 神 的 な 暴
力・社会的な暴
力をしたことが
ある」の回答割
合

％ 1.8 2.3 減少 未達成

総務課 目標
「性的な暴力を
されたことがあ
る」の回答割合

％ 3.0 1.4 減少 達成

総務課 目標
「性的な暴力を
し た こ と が あ
る」の回答割合

％ 0.0 0.0 減少 達成

総務課 目標

「経済的な暴力
をされたことが
ある」の回答割
合

％ 2.8 2.5 減少 未達成

総務課 目標
「経済的な暴力
をしたことがあ
る」の回答割合

％ 0.0 0.2 減少 未達成

令和２年度調査か
ら「精神的な暴力
をしたことがあ

る」「経済的な暴
力をした・された
ことがある」のポ
イントが増加し、
目標を達成してい

ない。

暴力の形態が「見
える暴力」から

「見えない暴力」
へシフトし、潜在
的な構造に変化し
ている。（リスク

認知の向上）

見えない暴力の認
知が低い。

DV被害者が相談し
やすい体制づくり
や環境を整備する
とともに、多様な
機会を通じた情報
提供や啓発活動を

行う。

糸魚川市男女共同
参画に関する市民
アンケート（令和

７年度）
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(2)あらゆる暴力の根絶

担当課 指標 指標名 単位 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R３ R４ R５ R6 R7
R８

目標値
事業概要・取組内容

R7
R８

達成状況 現状分析 現状の課題 今後の施策展開
参考資料・データ

の出典
関連事業

総務課 目標
「女性のための
相談室」を知っ
ている人の割合

％ 37.8 31.3 60.0 未達成

令和２年度現状値
から6.5ポイント減
少し、目標値には
28.7ポイント達成
できなかった。
（令和７年度時
点）

男性では78％、女
性では59.7％の方
が「知らない」と
回答している。

依然として認知度
は低い。

相談しやすい環境
整備を進めるた
め、情報提供を引
き続き行ってい
く。

糸魚川市男女共同
参画に関する市民
アンケート（令和
７年度）

総務課 参考 女性相談件数 件 19 17 22 18 11 7 8 1 4 6

女性のための相談室を
設置し、女性が抱える
様々な悩みや不安につ
いて、専門の相談員に
よる相談・支援を行
う。

令和６年度と比べ
ると相談件数は増
加したが、どの年
度でも夫婦、男女
関係に関する相談
が多くなってい
る。

相談者側の動き次
第の部分もあり、
潜在的相談者の把
握が難しい。

HP等での相談室の
紹介や、チラシ・
案内カードを活用
して周知を図りな
がら、利用しやす
い環境づくりを進
める。

事務報告書（令和
７年度）

男女共同参
画推進事業

(3)困難を抱えた人が安心して暮らせる環境の整備

担当課 指標 指標名 単位 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R３ R４ R５ R6 R7
R８

目標値
事業概要・取組内容

R7
R８

達成状況 現状分析 現状の課題 今後の施策展開
参考資料・データ

の出典
関連事業

健康増進課 目標
女性の健康寿命
（平均自立期
間）

歳 83.4 83.7 83.7 83.7 84.0 84.4 84.8 84.7 84.3 83.8 延伸 未達成

健康寿命※１はほぼ
横ばいだが、0.5年
短縮したため、目
標は未達成。

※１：介護を受け
たり、病気で寝た
きりになったりせ
ず、元気に過ごせ
る期間。

・各種がん検診の
受診率が低い状況
である上に、女性
は胃がんと大腸が
んで全国平均より
死亡率が増加して
いる。
・子宮頸がん検診
の1人当たり医療費
が県平均の2倍程度
と高くなってい
る。

運動習慣のあるも
のが少ないこと、
毎日飲酒する20～
30代の増加してい
ること、妊婦の喫
煙がなくならない
ことが、女性の生
活習慣上の課題。

健康診査及びがん
検診の受診率向
上、生活習慣病の
重症化予防とフレ
イル予防に努め、
健康寿命の延伸と

不健康期間※２の短
縮を目指す。

※２：平均寿命-健
康寿命

国民健康保険デー
タシステム

総務課 目標

離婚届における
「養育費取り決
めあり」の
チェックの割合

％ 58.0 76.5 65.0 72.0 70.1 83.3 70.0 達成
年度によってばら
つきがあるも令和
７年度は達成。

「離婚届を提出し
た内、未成年の子
がいる夫婦」で
「養育費の分担に
ついて取決めをし
ている」にチェッ
クをした割合

離婚時において
「まだ決めていな
い」にチェックが
入っている場合や
無記入の場合あ
り。

離婚届出時にリー
フレットを渡し、
離婚後の生活支援
やこどもの健やか
な成長を図ってい
く。

法務局糸魚川支局
から以下の条件で
聞き取って割合を
出す
分母　未成年の子
がいる
分子　養育費 分担
の取決をしている

福祉事務所 目標
生きがいのある
高齢者の割合

％ 69.9 57.4 56.6 54.3 90.0

地域のサロンや老人ク
ラブなど高齢者の「集
いの場」における活動
を支援する。

未達成

年々割合が減少し
ており、目標値を
達成できていな
い。

コロナや回答者の
加齢、社会的情勢
等の外因の影響を
受けやすい数値。
地域活動の参加状
況別にみると高頻
度参加者では７
割、不参加者では
４割程度となって
いる

ソーシャルキャピ
タルの視点から通
いの場や地域内で
の互助の仕組みな
どから、役割意識
を持てるような体
制づくりの支援が
必要

地域包括ケアシス
テム構築のため、
地域において、高
齢者の社会参加等
を進め、世代を超
えた地域住民が共
に支え合う地域づ
くりを推進する。

糸魚川市高齢者福
祉計画
第9期糸魚川市介護
保険事業計画
介護予防・日小生
活圏域ニーズ調査

生活支援体
制整備事業

福祉事務所 目標
福祉施設から一
般就労への移行
人数

人 3 6 6 5 6 9 6 6 7 7 6

企業等への就労を希望
する障がい者に就労の
ための知識や能力を養
い、適正にあった職場
への就労が可能となる
よう訓練を行う。

達成
平成27年度現状値
から増加し、目標
も達成できた。

障害者の就労に向
けて、関係団体と
連携し支援してい
る。

一般企業の障害者
就労への理解や就
労後の支援が課
題。

関係団体と連携
し、障害者就労理
解を進める。

糸魚川市ささえあ
いプラン

就労支援事
業
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担当課 指標 指標名 単位 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R３ R４ R５ R6 R7
R８

目標値
事業概要・取組内容

R7
R８

達成状況 現状分析 現状の課題 今後の施策展開
参考資料・データ

の出典
関連事業

福祉事務所 目標
障がいのある人
の実雇用率（民
間企業）

％ 2.86 2.75 2.85 3.18 3.20 3.04 延伸

関係団体と連携しなが
ら、障害者の就労に結
び付く支援体制づくり
を行う。

達成

令和４年度以降糸
魚川管内での雇用
率は若干前後しな
がら緩やかに上昇
している

全国・新潟県平均
を上回ってはいる
が、まだ十分な状
況にはなっていな
い。

更なる一般企業の
障害者就労への理
解や、就労後の支
援が課題。

関係団体と連携
し、障害者就労理
解を進める。

厚生労働省新潟労
働局職業安定部
統計資料
糸魚川市ささえあ
いプラン

市民生活課 目標
日本語セミナー
受講者数

人 232 433 609 721 363 323 428 362 410 508 700

外国籍住民にとって住
みやすい環境整備のた
め、外国人生活相談、
日本語セミナー、通訳
支援を行う。

未達成

目標は未達成であ
るが、R5年度から
は増加傾向に転じ
ている。

市内在住外国人は
増加傾向にあり、
日本語教育の需要
が高まっている。

受講者数の停滞
や、市内在住外国
人のニーズを把握
不足が課題。

引き続き日程表・
チラシの配布やイ
ベント等での日本
語セミナーの周
知・案内を行う。
ニーズ把握のた
め、受講者へのア
ンケート実施を検
討したい。

事務報告書（令和7
年度）

外国人生活
相談事業

市民生活課 参考
行政・医療通訳
派遣件数

件 43 18 11 10 15 15 4 5 3 6

外国籍住民にとって住
みやすい環境整備のた
め、外国人生活相談、
日本語セミナー、通訳
支援を行う。

通訳件数は減少傾
向にあるが、実利
用者数はおおむね
横ばいである。

通訳件数の減少。

国際交流イベント
等の機会を通じて
外国籍住民への周
知を行いたい。

事務報告書（令和
７年度）

外国人生活
相談事業

福祉事務所 参考
ひとり暮らし安
否確認訪問回数

回 31,949 32,943 33,976 35,301 35,161 37,022 32,108 31,316 29,776 28,274 逓減
ひとり暮らし高齢者の
孤独感の解消、安否確
認を行う。

達成
本来は、近隣住民
間で声を掛け合う
ことが望ましい。

事業実施の主体と
なる老人クラブが
解散など縮小傾向
である。

区長等と連携を図
る
総合事業への移行
緊急通報装置設置
など。

事務報告書（令和
７年度）

ひとり暮ら
し安否確認
事業

福祉事務所 参考
認知症サポー
ター等養成講座

人 3,255 3,384 3,805 3,896 4,046 4,109 4,242 4,405 4,700 4,994 5,000 未達成

徐々に増加してい
る。R8年度につい
ては目標を達成で
きる見込み。

認知症の知識の普
及啓発について、
一定数の効果はあ
る。

認知症高齢者を地
域で見守るような
支援体制ができつ
つある地域もある
が、全市的には十
分ではない。

サポーター養成講
座の積極的な開
催。地域関係者と
の連携。

事務報告書（令和
７年度）

認知症サ
ポーター等
養成事業

福祉事務所 参考
認知症介護家族
の相談会回数

回 6 6 6 6 8 9 12 12 12 12 12 達成
目標は達成してい
る。

福祉事務所 参考
認知症介護家族
の相談者数

人 7 16 21 16 31 32 36 48 41 67 50 未達成
年々増加している
が、目標値には達
していない。

福祉事務所 参考
成年後見制度に
かかる研修会参
加者数

人 21 18 12 26 0 増加 未達成
目標は達成できな
かった

福祉事務所 参考
市民後見人養成
講座参加者数

人 8 7 0 増加

福祉事務所 参考
高齢者虐待に関
する研修会参加
者数

人 36 30 20 43 23 28 58 32 29 増加 達成
目標は達成してい
る。

福祉事務所 参考
障がい者虐待に
関する相談件数
（認定件数）

件 2（0） 2（1） 1 0 1 1 0 1 3(1) 5(4)
障害者虐待防止法
に基づく対応状況
等に関する調査票

事務報告書（令和
７年度）

家族介護支
援事業

認知症の正しい知識の
普及啓発、地域による
見守り体制の強化を図
る。 参加人数は多くな

いが、認知症介護
家族同士の増俸交
換や息抜き、気分
転換の場となって
いる。

参加者の固定化が
見られる。認知症
介護で困っている
家族は多く、参加
につなげることが
できていない。認
知症に対する理解
不足や偏見も影響
していると考えら
れる。

認知症に関する正
しい理解の普及啓
発。
相談会の周知の工
夫。

障がい者虐待防止法に
よる障害者虐待防止セ
ンターの設置。
高齢者の人権や虐待防
止に関する意識啓発。

虐待等の相談体制
が整備され、虐待
対応支援もスムー
ズに行えるように
なってきた。

虐待等の予防も含
めた市民周知の方
法について検討が
必要。

・関係機関への早
期発見に向けた研
修会の継続。
・出前講座等を活
用した普及啓発活
動の促進。

高齢者及び
障がい者虐
待防止対策
の推進
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(4)生涯を通じた健康支援

担当課 指標 指標名 単位 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R３ R４ R５ R6 R7
R８

目標値
事業概要・取組内容

R7
R８

達成状況 現状分析 現状の課題 今後の施策展開
参考資料・データ

の出典
関連事業

健康増進課 目標

（再掲）
女性の健康寿命
（平均自立期
間）

歳 83.4 83.7 83.7 83.7 84.0 84.4 84.8 84.7 84.3 83.8 延伸 未達成
国民健康保険デー
タシステム

健康増進課 目標
男性の健康寿命
（平均自立期
間）

歳 79.8 79.7 79.1 79.4 79.9 80.0 80.3 80.2 80.3 79.9 延伸 未達成
国民健康保険デー
タシステム

こども家庭課 目標 妊婦の喫煙率 ％ 0.8 0.0 0.8 0.0 1.3 0.6 3.1 2.8 1.5 2.3 0.0

妊娠届出時のアンケー
トをもとに、喫煙をし
ている妊婦には助言、
指導を行う。

未達成

昨年度より喫煙率
は増加し、目標値
は達成していな
い。

妊娠前から喫煙習
慣があり、妊娠が
分かった時から届
出までの間に禁煙
ができていない。

妊娠前から喫煙の
影響について理解
してもらううこと
が必要。

喫煙の影響につい
て普及啓発。
喫煙者に妊娠届出
時に個別指導を実
施。

妊娠届出時アン
ケート

健康増進課 参考
医師研修受講者
数

人 0 1 6 2 0 0 0 0 3 0 増加 未達成
勤務等の都合もあ
り参加できなかっ
た。

健康増進課 参考
認定看護師研修
受講者数

人 2 3 2 2 1 0 2 3 4 2 増加 未達成

昨年度を下回って
いるが認定看護師
の資格更新、資格
取得の研修受講に
より、看護の充実
が図られている。

健康増進課 参考
糸魚川総合病院
医師数

人 35 38 45 36 32 34 35 33 32 28 増加 未達成

糸魚川総合病院の
医師数は、臨床研
修医の数により増
減があるが、24時
間３６５日の救急
医療体制は維持で
きている。

健康増進課 参考 認定看護師数 人 2 2 2 2 2 2 3 3 4 5 増加 達成 現状維持

健康増進課 参考
乳がん検診受診
率 （ 40 ～ 69
歳）

％ 30.5 30.0 30.6 30.1 26.1 23.8 24.1 24.5 25.2 23.4 増加 未達成

令和６年度値から
1.8ポイント低下
し、達成できな
かった。

健康増進課 参考
子宮頸がん検診
受 診 率 （ 20 ～
69歳）

％ 18.0 16.5 17.3 17.0 14.7 13.0 14.4 13.9 14.2 13.7 増加 未達成

令和６年度値から
0.5ポイント低下
し、達成できな
かった。

健康診査受
診促進事業

市内の病院に勤務する
医師、看護師の医療に
関する知識及び技術の
向上を図るとともに、
人材確保のため、資格
取得・長期研修に必要
な経費について補助金
を交付する。

人員不足の中でも
知識や技術向上の
ため、調整を図り
ながら研修会等に
参加している。

研修受講のための
代替職員の配置等
調整が必要にな
る。

認定看護師の資格
取得には、時間も
費用もかかるた
め、新規取得者が
増えにくい。

引き続き、糸魚川
総合病院と調整を
図りながら、制度
の活用を勧めてい
く。

糸魚川総合病院
高度医療技
術者人材育
成支援事業

健康寿命※１は、男
女ともほぼ横ばい
だが、0.4～0.5年
短縮したため、目
標は未達成。

※１：介護を受け
たり、病気で寝た
きりになったりせ
ず、元気に過ごせ
る期間。

・働き盛り世代の
男性を中心に、肥
満や脂質異常が増
加し、生活習慣病
の低年齢化が進ん
でいる。
・各種がん検診の
受診率が低い状況
である上に、男性
は胃がん、女性は
胃がんと大腸がん
で全国平均より死
亡率が増加してい
る。

「朝食欠食、嗜好
品過剰摂取という
偏った食生活」、
「活動量・運動習
慣のある子ども、
大人の減少」とい
う生活習慣の乱れ
により肥満者が増
加。

健康診査及びがん
検診の受診率向
上、生活習慣病の
重症化予防とフレ
イル予防に努め、
健康寿命の延伸と

不健康期間※２の短
縮を目指す。

※２：平均寿命-健
康寿命

がんの早期発見・早期
治療のため、各種がん
検診、生活習慣病の予
防のため健康診査を実
施する。

乳がん検診、子宮
頸がん検診ともに
受診率は横ばい傾
向で推移。受診者
の年齢を見ると高
齢層が多く、子宮
頸がんにおいては
好発年齢である30
代～40代の受診が
少ない。

若年層のがん検診
受診率が低い。
全体の受診者数
減。

該当年齢への検診
無料クーポン券配
布の継続、幼児健
診会場でのチラシ
配布やホームペー
ジでの検診受診勧
奨を行う。

第３次健康いとい
がわ21
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担当課 指標 指標名 単位 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R３ R４ R５ R6 R7
R８

目標値
事業概要・取組内容

R7
R８

達成状況 現状分析 現状の課題 今後の施策展開
参考資料・データ

の出典
関連事業

健康増進課 参考
水中運動教室新
規登録者数

人 32 28 25 18 8 2 8 7 9 6 増加 未達成

健康増進課 参考
地区運動教室新
規登録者数

人 102 103 81 84 30 14 35 34 54 28 増加 未達成

健康増進課 参考
こころの健康講
座における参加
者数

人 346 214 196 113 0 12 0 234 49 32
事務報告書（令和
７年度）

健康増進課 参考
精神保健福祉相
談等延対応件数

件 849 801 870 1,149
1,224
1,166

913 957 864 694 683 地域保健報告

健康増進課 参考
自殺対策推進事
業における研修
会参加者数

人 107 190 118 213 191 175 168 52 196 53
事務報告書（令和
７年度）

健康増進課 参考
自殺者数≪県集
計値≫

人 12 7 17 9 6 9 6 9 11 9 減少 達成 警察庁統計

こども家庭課 参考
不妊治療助成件
数

件 40 36 38 35 26 42 35 36 48 38
事務報告書（令和
７年度）

こども家庭課 参考
治療後の妊娠成
立件数

件 22 15 14 12 11 16 9 15 22 17
事務報告（令和７
年度）

こども家庭課 参考
不育治療助成件
数

件 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1
事務報告書（令和
７年度）

男性の登録者数が
少ない（全体の5％
程度）。

運動教室について
は、現状通り開催
し、運動機会の拡
充を図る。

健康増進課

妊婦アシス
ト事業

健康づくり
推進事業

自殺予防の普及啓発を
行い、予防・見守り体
制構築のための連携・
対応力の強化を図る。
精神科医による相談
会、支援関係者向けの
対応力向上研修会、出
前講座の実施。

地域からの出前講
座等の要望が減
り、参加人数は減
少。

就労男性、高齢者
の自殺が多い。

家族及び職場等地
域の見守り支援体
制の構築。
うつ病など精神疾
患への理解促進。

幅広い世代へ、疾
患理解と対応力向
上を目的に普及啓
発。

自殺対策推
進事業

男女共に健康の維持・
増進を図る。

新規の受講者を増
やしたいが、頭打
ちとなっている。

母子保護、食生活など
に関する正しい知識の
普及を図るための保健
指導及び不妊・不育症
治療に要する経済的負
担を軽減するため治療
費の一部を助成する。

不妊・不育症治療
の申請に対し、適
切に助成ができて
おり、自己負担額
は軽減している。

申請者の経済的負
担及び精神的負担
の軽減となってい
る。

不妊治療は保険診
療となっている
が、本人負担額が
高額であり、治療
回数も多くなって
いる。

今後も適切な助成
を継続する。

登録者の継続率
は、高い傾向にあ
り（継続率90%以
上）、新規登録者
は各年度によって
ばらつきがある。
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Ⅰ 調 査 概 要 

 

 

１ 調査の目的 

  令和３年に策定した「いといがわ男女共同参画プラン」が令和８年度で最

終年度となり、次期計画の策定が必要となることから、広く市民の男女共同

参画に関する意識を調査する中で、現状や課題を把握し、新たなプラン及び

行動計画に反映させるために市民アンケートを実施した。 

 

２ 調査方法 

⑴   調査対象 

    令和７年 10 月１日現在、糸魚川市住民基本台帳に登録されている 18 歳

以上の市民 1,000人（男女各 500人） 

 

 ⑵ 抽出方法 

   年代別に無作為抽出 

 

 ⑶  調査方法 

   郵送又は回答フォームによる無記名アンケート方式 

 

 ⑷ 調査時期 

令和７年 11月 10日（月）～令和 7年 11月 30日（日） 

 

３ 回収状況 

  回収数 428件 

  回収率 42.8% 
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問1(1)性別　※戸籍上の性別に関わらず、ご自身が自認される性別でご記入ください。

(R7)

性別 人数(人) 割合

女性 243 56.8%

男性 182 42.5%

無回答 3 0.7%

計 428 100.0%

問1(2) 年齢

年代 人数(人) 割合

18～29歳 56 13.1%

30～39歳 74 17.3%

40～49歳 79 18.5%

50～59歳 100 23.4%

60～69歳 62 14.5%

70歳以上 57 13.3%

無回答 0 0.0%

計 428 100.0%

＜ご自身のことについて＞

女性

56.8%

男性

42.5%

無回答

0.7%
全 体(n=428)

18～29歳

13.1%

30～39歳

17.3%

40～49歳

18.5%

50～59歳

23.4%

60～69歳

14.5%

70歳以上

13.3%

無回答

0.0%全 体(n=428)

女性

56.9%

男性

41.1%

無回答

2.0%
全 体（n=397）

18～29歳

12.6%

30～39歳

14.9%

40～49歳

21.2%50～59歳

18.1%

60～69歳

15.9%

70歳以上

15.1%

無回答

2.3%全 体(n=397)

(R7)(R2)

(R7)

(令和2年10月1日現在の年齢) (令和7年12月1日現在の年齢)
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問1(3) 職業

人数(人) 割合

208 48.6%

82 19.2%

23 5.4%

27 6.3%

61 14.3%

17 4.0%

8 1.9%

2 0.5%

428 100.0%

無回答

計

職業

①正規社員・正規職員

②パート、アルバイト、臨時・契約社員、内職等

③自営業、家族従事者(農林漁業、商業、工業)

④家事・専業主婦・専業主夫

⑤無職・年金生活者

⑥学生

⑦その他

48.6%

19.2%

5.4%

6.3%

14.3%

4.0%

1.9%

0.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

正規社員・正規職員

パート、アルバイト、臨時・契約社員、内職等

自営業、家族従事者(農林漁業、商業、工業)

家事・専業主婦・専業主夫

無職・年金生活者

学生

その他

無回答

全 体(n=428)

41.1%

24.9%

2.8%

7.6%

16.4%

3.8%

0.5%

3.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

正規社員・正規職員

パート、アルバイト、臨時・契約社員、内職等

家事・専業主婦・専業主夫

自営業、家族従事者（農林漁業、商業、工業）

無職・年金生活者

学生

その他

無回答

全 体（n=397）

(R2)

(R7)

(R7)
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問1(3)-2　(3)で①、②、③と答えた方の職種

人数(人) 割合

5 1.6%

113 36.1%

182 58.1%

13 4.2%

313 100.0%

問1(4)家族構成

人数(人) 割合 人数(人) 割合

36 8.4% 41 15.4%

97 22.7% 34 12.7%

208 48.6% 21 7.9%

59 13.8% 26 9.7%

25 5.8% 130 48.7%

3 0.7% 15 5.6%

428 100.0% 267 100.0%

0～6歳(乳幼児)

世帯最年少者の年齢													

7～12歳(小学生)

農林漁業(第1次産業)

鉱業・建設業・製造業
(第２次産業)

卸売・小売・飲食店・金
融・保険・不動産・公務・
サービス業(第３次産業)

無回答

計

計

無回答

19歳以上

16～18歳
(高校生・社会人など)

13～15歳(中学生)

問1(4)-2  問1(4)で3、4と答えた方
世帯で最年少の方の年齢

職種(産業別)

計

家族構成							

①ひとり暮らし

②夫婦・カップル

③親と子

④祖父母と親と子
　(３世代以上)

⑤その他

無回答

①ひとり暮らし

8.4%

②夫婦・カップル

22.7%

③親と子

48.6%

④祖父母と

親と子

13.8%

⑤その他

5.8%

無回答

0.7%

全 体(n=428)

農林漁業

（第1次産業）

2.9%

鉱業・建設業・

製造業

(第２次産業）

37.7%

卸売・小売・飲食店・金

融・保険・不動産・公

務・サービス業

（第3次産業）

56.4%

無回答

2.9%

全 体（n=273）

ひとり暮らし

10.1％

夫婦・カップル

18.4％

親と子

47.9％

祖父母と

親と子

19.4％

その他

0.5％

無回答

3.8％

全 体(n=397)

(R7)

(R2) (R7)

(R7)(R2)

(R7) (R7)

農林漁業

（第1次産業）

2.9%

鉱業・建設業・製

造業

(第２次産業）

36.1%
卸売・小売・飲食店・金

融・保険・不動産・公

務・サービス業

（第3次産業）

56.4%

無回答

4.2%

全 体(n=313)

(R7)
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問1(5) 婚姻の状況

 

人数(人) 割合

117 27.3%

3 0.7%

269 62.9%

33 7.7%

6 1.4%

428 100.0%

問1(5)-2 問1(5)で3と答えた方　共働きの有無

人数(人) 割合

189 70.3%

45 16.7%

35 13.0%

0 0.0%

269 100.0%

婚姻の状況																				

①結婚していない

②結婚していないが、パート
  ナーと暮らしている

共働きの有無

③結婚している

④結婚していたが、離別・死
　別した

無回答

計

 共働き(パート等を含む)

計

 無回答

 夫婦とも働いていない(退職等
 を含む)

 夫・妻どちらかが働いている

結婚していない

27.3%

結婚していないが

パートナーと

暮らしている

0.7%

結婚している

62.9%

結婚していたが、

離別・死別した

7.7%

無回答

1.4%

全 体(n=428)

70.3%

16.7%

13.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

共働き(パート等を含む)

夫・妻どちらかが

働いている

夫婦とも働いていない

(退職等を含む)

無回答

該当者合計

(n=269)

62.7%

20.9%

16.1%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

共働き（パート等を含む）

夫・妻どちらかが

働いている

夫婦とも働いていない

（退職等を含む）

無回答

該当者合計

（n=285）

結婚していない

23.7%

結婚している

（同棲・パートナーとの

事実婚を含む）

63.2%

結婚していたが、離

別・死別した

9.6%

無回答

3.5%

全 体（n=453）

(R7)(R2)

(R7)

(R7)(R2)

(R7)
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問1(6)居住地

人数(人) 割合

74 17.3%

278 65.0%

76 17.8%

0 0.0%

428 100.0%計

無回答

青海地域

糸魚川地域

能生地域

地域

能生地域

17.3%

糸魚川地域

65.0%

青海地域

17.8%

無回答

0.0%全 体（n=428）

能生地域

19.4%

糸魚川地域

56.2%

青海地域

22.2%

無回答

2.3%
全 体（n=397）

(R7)(R2)

(R7)
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問2　あなたは、次の(1)～(8)までの名称をご存じですか。(それぞれ1つずつ○)

・R2との比較では｢知っている｣の3項目合わせて、｢いといがわ男女共同参画プラン｣は0.7％上がり、｢糸魚川市女性の
ための相談室｣は6.5％下がった。

・｢いといがわ男女共同参画プラン｣｢糸魚川市女性のための相談室｣の認知度が、｢名称も内容も知っている｣｢名称と一
部の内容を知っている｣｢名称だけ知っている｣を合わせても35.5%、31.3％と低い。

・｢知らない｣の回答で高いのは、｢糸魚川市女性のための相談室｣67.3％、続いて｢いといがわ男女共同参画プラン｣
63.3％となる。

・｢いといがわ男女共同参画プラン｣以外はR2より認知度が上がっている。

・全体では｢ドメスティック・バイオレンス/D・V｣が68.9％と最も高く(R2は62.2％)、次いで｢ジェンダー(社会的・文化
的に形成された性別)｣が49.3％(R2は30.5％)、｢SDGｓ(エスディージーズ)｣が35.5％(R2は6.0％)で続く。

名称の認知度について

17.8%

35.0%

68.9%

49.3%

34.3%

35.5%

3.3%

4.2%

24.1%

22.7%

20.6%

31.5%

29.4%

33.2%

7.9%

6.5%

29.2%

22.7%

5.4%

9.8%

15.9%

15.9%

24.3%

20.6%

27.3%

17.3%

4.4%

8.2%

19.4%

14.0%

63.3%

67.3%

1.6%

2.3%

0.7%

1.2%

0.9%

1.4%

1.2%

1.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

(１)男女共同参画社会

(２)ワーク・ライフ・バランス

(仕事と生活の調和)

(３)ドメスティック・バイオレンス／Ｄ・Ｖ

(４)ジェンダー

(社会的・文化的に形成された性別)

(５)ＬＧＢＴＱ

(６)ＳＤＧｓ(エスディージーズ)

(７)いといがわ男女共同参画プラン

(８)糸魚川市女性のための相談室

(各 n=428)

名称も内容も知っている 名称と一部の内容を知っている 名称だけ知っている 知らない 無回答
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計

名
称
も
内
容
も

知
っ

て
い
る

名
称
と
一
部
の
内
容
を
知
っ

て

い
る

名
称
だ
け
知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

名
称
も
内
容
も

知
っ

て
い
る

名
称
と
一
部
の
内
容
を
知
っ

て

い
る

名
称
だ
け
知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

女性 243 43 59 68 70 3 17.7% 24.3% 28.0% 28.8% 1.2%
男性 182 33 44 56 47 2 18.1% 24.2% 30.8% 25.8% 1.1%
無回答 3 0 0 1 0 2 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 66.7%

計 428 76 103 125 117 7 17.8% 24.1% 29.2% 27.3% 1.6%
女性 243 84 55 56 44 4 34.6% 22.6% 23.0% 18.1% 1.6%
男性 182 65 42 41 30 4 35.7% 23.1% 22.5% 16.5% 2.2%
無回答 3 1 0 0 0 2 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7%

計 428 150 97 97 74 10 35.0% 22.7% 22.7% 17.3% 2.3%
女性 243 181 42 9 11 0 74.5% 17.3% 3.7% 4.5% 0.0%
男性 182 114 45 14 8 1 62.6% 24.7% 7.7% 4.4% 0.5%
無回答 3 0 1 0 0 2 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 66.7%

計 428 295 88 23 19 3 68.9% 20.6% 5.4% 4.4% 0.7%
女性 243 139 68 18 18 0 57.2% 28.0% 7.4% 7.4% 0.0%
男性 182 72 66 24 17 3 39.6% 36.3% 13.2% 9.3% 1.6%
無回答 3 0 1 0 0 2 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 66.7%

計 428 211 135 42 35 5 49.3% 31.5% 9.8% 8.2% 1.2%
女性 243 94 71 34 43 1 38.7% 29.2% 14.0% 17.7% 0.4%
男性 182 53 54 34 40 1 29.1% 29.7% 18.7% 22.0% 0.5%
無回答 3 0 1 0 0 2 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 66.7%

計 428 147 126 68 83 4 34.3% 29.4% 15.9% 19.4% 0.9%

女性 243 95 73 38 35 2 39.1% 30.0% 15.6% 14.4% 0.8%
男性 182 57 68 30 25 2 31.3% 37.4% 16.5% 13.7% 1.1%
無回答 3 0 1 0 0 2 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 66.7%

計 428 152 142 68 60 6 35.5% 33.2% 15.9% 14.0% 1.4%

女性 243 9 17 60 156 1 3.7% 7.0% 24.7% 64.2% 0.4%
男性 182 5 17 44 113 3 2.7% 9.3% 24.2% 62.1% 1.6%
無回答 3 0 0 0 2 1 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 33.3%

計 428 14 34 104 271 5 3.3% 7.9% 24.3% 63.3% 1.2%

女性 243 15 21 61 145 1 6.2% 8.6% 25.1% 59.7% 0.4%
男性 182 3 7 27 142 3 1.6% 3.8% 14.8% 78.0% 1.6%
無回答 3 0 0 0 1 2 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 66.7%

計 428 18 28 88 288 6 4.2% 6.5% 20.6% 67.3% 1.4%

(３)ドメスティック・バイオレンス／
    Ｄ・Ｖ

(１)男女共同参画社会

(２)ワーク・ライフ・バランス
    (仕事と生活の調和)

(７)いといがわ男女共同参画プラン

(８)糸魚川市女性のための相談室

(４)ジェンダー
    (社会的・文化的に形成された性別)

(５)ＬＧＢＴＱ

(６)ＳＤＧｓ(エスディージーズ)
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・女性で2番目に高いのは、｢男性の家事・育児参加への理解が進むこと｣の44.0％、男性は｢女性が出産しても働き続け
ることへの理解が進むこと｣の35.2％となる。

・｢女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること｣が男女共に最も高い。(女性45.3％、男
性37.9％。)

問3　あなたは男女共同参画社会を実現するためには、どのようなことが必要だと思いますか(特に重要だと思
うものを３つ選択)

男女共同参画社会の実現について

18.7%

41.8%

18.9%

35.5%

39.0%

24.8%

28.7%

29.9%

7.0%

32.2%

6.3%

1.9%

1.6%

16.0%

45.3%

20.6%

35.8%

44.0%

24.3%

28.4%

32.9%

7.8%

32.9%

4.1%

1.2%

0.8%

22.5%

37.9%

16.5%

35.2%

33.0%

25.8%

29.7%

26.4%

6.0%

31.3%

8.2%

2.7%

2.2%

0.0%

0.0%

33.3%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

33.3%

0.0%

33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

法律や制度の上での見直しを行い、

性差別につながるものを改めること

女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、

慣習・しきたりを改めること

女性自身が経済力をつけたり、積極的に知識・技能の

向上を図ったりすること

女性が出産しても働き続けることへの理解が進むこと

男性の家事・育児参加への理解が進むこと

小さいときから家庭や学校で男女平等について

教えること

育児・家事を支援する施設やサービスの充実を

図ること

職場において性別による待遇（配置や昇進など）の

差をなくすこと

政府や企業などの重要な役職に一定の割合で女性を

登用する制度を採用・充実すること

労働時間の短縮やフレックスタイム制、在宅勤務の

普及など男女共に働き方の見直しが進むこと

わからない

その他

無回答

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)
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問4　次の（１）～（８）の分野で、男女は平等になっていると思いますか。(1つ選択)

　　　※(　)内の数値はR2アンケート

⑴家庭生活で

⑵職場で

⑶学校教育の場で(児童･生徒の立場で考えて)

⑷地域社会の中で(町内会等の活動の中で)

⑸政治の場で

⑹法律や制度の面で

⑺社会通念、習慣、しきたり等で

46.7% (50.1%)

7.7% (10.6%)

48.3% (41.9%)

52.8% (59.9%)

男性の方が優遇
されている

｢平等になっている｣との回答が最も多いのは｢学校教育の場で｣の61.4％であった。

2.5% (1.5%)

7.0% (5.0%)

1.1% (1.5%)

6.3% (5.5%)

4.4% (3.3%)

10.1% (5.0%)

7.2% (3.8%)

それ以外のすべての項目において、｢どちらかと言えば男性の方が優遇されている｣のポイントが高い。

73.4% (74.3%)

42.8% (48.9%)

71.3% (70.8%)

女性の方が優遇
されている

男女平等・男女の役割意識について

12.4%

8.6%

0.7%

10.5%

25.9%

11.0%

20.8%

40.4%

39.7%

7.0%

36.2%

45.3%

31.8%

52.6%

28.0%

25.5%

61.4%

24.3%

12.1%

23.1%

7.9%

5.6%

8.2%

3.5%

5.1%

0.9%

5.1%

2.3%

1.6%

1.9%

0.9%

1.2%

0.2%

1.9%

0.2%

10.5%

13.8%

24.1%

20.8%

13.8%

24.8%

13.6%

1.4%

2.3%

2.3%

1.9%

1.6%

2.3%

2.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

家庭生活で

職場で

学校教育の場で

（児童・生徒の立場で考えて）

地域社会の中で

（町内会等の活動の中で）

政治の場で

法律や制度の面で

社会通念、習慣、しきたり等で

(各n=428)

男性の方が非常に優遇されている どちらかと言えば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかと言えば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答
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問4　(1)家庭生活で

卸
売

≪年齢別≫

R2との比較では、｢女性｣が13.1％、｢男性｣では8.5％低くなった。

男女ともに｢どちらかと言えば男性の方が優遇されている｣のポイントが高い。

12.4%

8.6%

17.3%

10.6%

6.0%

6.1%

40.4%

51.4%

44.0%

57.1%

36.3%

44.8%

28.0%

23.2%

23.0%

17.3%

35.2%

31.3%

5.6%

2.8%

3.3%

1.8%

8.2%

3.7%

1.6%

1.0%

0.4%

1.3%

2.7%

0.6%

10.5%

9.1%

11.1%

7.1%

9.9%

11.7%

1.4%

4.0%

0.8%

4.9%

1.6%

1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

(各n=428)

男性の方が非常に優遇されている どちらかと言えば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかと言えば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
に
な
っ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

26.5% 26.5% 32.4% 5.9% 0.0% 8.8% 0.0%

女
30-39歳
（n=38)

13.2% 36.8% 31.6% 2.6% 0.0% 15.8% 0.0%

40-49歳
（n=48)

25.0% 43.8% 16.7% 4.2% 0.0% 10.4% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

17.9% 53.6% 23.2% 0.0% 0.0% 5.4% 0.0%

60-69歳
（n=36)

8.3% 50.0% 19.4% 2.8% 2.8% 16.7% 0.0%

70歳以上
（n=31)

9.7% 48.4% 16.1% 6.5% 0.0% 12.9% 6.5%

18-29歳
（n=22)

0.0% 27.3% 31.8% 13.6% 4.5% 13.6% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

0.0% 42.9% 28.6% 11.4% 2.9% 14.3% 0.0%

40-49歳
（n=31)

16.1% 38.7% 29.0% 3.2% 3.2% 9.7% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

9.3% 20.9% 48.8% 11.6% 2.3% 7.0% 0.0%

60-69歳
（n=26)

3.8% 46.2% 30.8% 0.0% 3.8% 11.5% 3.8%

70歳以上
（n=25)

4.0% 48.0% 36.0% 8.0% 0.0% 4.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

n=243

n=182

n=3
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問4　(2)職場で

≪年齢別≫

男女ともに｢どちらかと言えば男性の方が優遇されている｣のポイントが高く、女性が40.3％、男性が39.0％となった。

R2との比較では｢男性の方が非常に優遇されている｣｢どちらかと言えば男性の方が優遇されている｣を合わせると、全
体で11.9％高い。

8.6%

14.6%

10.7%

15.9%

6.0%

13.5%

39.7%

45.6%

40.3%

40.7%

39.0%

52.1%

25.5%

20.9%

28.4%

22.6%

22.0%

19.6%

8.2%

3.8%

2.9%

4.4%

15.4%

3.1%

1.9%

1.3%

0.8%

0.9%

3.3%

1.8%

13.8%

10.3%

15.6%

11.9%

11.5%

7.4%

2.3%

3.5%

1.2%

3.5%

2.7%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

(各n=428)

男性の方が非常に優遇されている どちらかと言えば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかと言えば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
に
な
っ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

5.9% 35.3% 23.5% 8.8% 2.9% 20.6% 2.9%

女
30-39歳
（n=38)

13.2% 34.2% 34.2% 2.6% 2.6% 13.2% 0.0%

40-49歳
（n=48)

12.5% 41.7% 35.4% 0.0% 0.0% 10.4% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

10.7% 50.0% 28.6% 3.6% 0.0% 7.1% 0.0%

60-69歳
（n=36)

8.3% 50.0% 30.6% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0%

70歳以上
（n=31)

12.9% 22.6% 12.9% 3.2% 0.0% 41.9% 6.5%

18-29歳
（n=22)

4.5% 27.3% 31.8% 9.1% 0.0% 18.2% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

2.9% 37.1% 25.7% 20.0% 0.0% 14.3% 0.0%

40-49歳
（n=31)

9.7% 35.5% 29.0% 12.9% 6.5% 3.2% 3.2%

性
50-59歳
（n=43)

7.0% 41.9% 20.9% 18.6% 7.0% 4.7% 0.0%

60-69歳
（n=26)

11.5% 38.5% 19.2% 15.4% 0.0% 7.7% 7.7%

70歳以上
（n=25)

0.0% 52.0% 4.0% 12.0% 4.0% 28.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
n=3

n=243

n=182
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問4　(3)学校教育の場で(児童・生徒の立場で考えて)

≪年齢別≫

男女ともに｢平等になっている｣の回答率が60％を超えている。

0.7%

1.0%

1.2%

0.4%

1.8%

7.0%

9.6%

7.0%

7.1%

7.1%

11.7%

61.4%

59.4%

60.9%

65.0%

62.6%

53.4%

3.5%

2.8%

2.9%

2.2%

4.4%

3.7%

0.9%

0.5%

0.8%

0.4%

1.1%

61.3%

24.1%

22.7%

25.5%

20.8%

22.5%

26.4%

2.3%

4.0%

1.6%

4.0%

2.2%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

(各n=428)

男性の方が非常に優遇されている どちらかと言えば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかと言えば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
に
な
っ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

0.0% 8.8% 55.9% 8.8% 2.9% 23.5% 0.0%

女
30-39歳
（n=38)

0.0% 0.0% 73.7% 0.0% 0.0% 26.3% 0.0%

40-49歳
（n=48)

2.1% 12.5% 64.6% 2.1% 0.0% 18.8% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

1.8% 5.4% 64.3% 1.8% 1.8% 23.2% 1.8%

60-69歳
（n=36)

0.0% 11.1% 52.8% 2.8% 0.0% 33.3% 0.0%

70歳以上
（n=31)

3.2% 3.2% 48.4% 3.2% 0.0% 32.3% 9.7%

18-29歳
（n=22)

0.0% 13.6% 54.5% 4.5% 4.5% 13.6% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

0.0% 5.7% 57.1% 8.6% 0.0% 28.6% 0.0%

40-49歳
（n=31)

0.0% 9.7% 67.7% 3.2% 0.0% 19.4% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

0.0% 7.0% 62.8% 4.7% 0.0% 25.6% 0.0%

60-69歳
（n=26)

0.0% 0.0% 69.2% 3.8% 0.0% 23.1% 3.8%

70歳以上
（n=25)

0.0% 8.0% 64.0% 0.0% 4.0% 20.0% 4.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
n=3

n=243

n=182
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問4　(4)地域社会の中で(町内会等の活動の中で)

≪年齢別≫

｢分からない｣を除くと、男女ともに｢どちらかと言えば男性の方が優遇されている｣のポイントが最も高い。

｢男性｣の｢60-69歳｣では｢女性の方が非常に優遇されている｣が38.5％で最も高い。

｢女性｣の｢18-29歳｣において、｢どちらかと言えば男性の方が優遇されている｣と｢女性の方が非常に優遇されている｣が
同率で26.5％となった。

10.5%

7.8%

11.9%

7.1%

8.8%

9.2%

36.2%

42.3%

37.9%

45.6%

34.1%

38.0%

1.2%

22.4%

1.2%

19.9%

1.1%

25.8%

5.1%

5.3%

3.3%

6.2%

7.7%

4.3%

24.3%

0.3%

23.9%

25.3%

0.6%

20.8%

18.6%

20.6%

18.1%

21.4%

19.6%

1.9%

3.3%

1.2%

3.1%

1.6%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

(各n=428)

男性の方が非常に優遇されている どちらかと言えば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかと言えば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
に
な
っ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

5.9% 26.5% 0.0% 2.9% 26.5% 38.2% 0.0%

女
30-39歳
（n=38)

10.5% 42.1% 0.0% 5.3% 26.3% 15.8% 0.0%

40-49歳
（n=48)

20.8% 41.7% 2.1% 4.2% 12.5% 18.8% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

10.7% 39.3% 1.8% 3.6% 21.4% 19.6% 3.6%

60-69歳
（n=36)

16.7% 33.3% 0.0% 0.0% 36.1% 13.9% 0.0%

70歳以上
（n=31)

3.2% 41.9% 3.2% 3.2% 25.8% 19.4% 3.2%

18-29歳
（n=22)

9.1% 9.1% 0.0% 9.1% 27.3% 36.4% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

8.6% 28.6% 0.0% 0.0% 22.9% 40.0% 0.0%

40-49歳
（n=31)

19.4% 38.7% 3.2% 9.7% 12.9% 16.1% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

4.7% 37.2% 0.0% 11.6% 27.9% 18.6% 0.0%

60-69歳
（n=26)

3.8% 34.6% 0.0% 11.5% 38.5% 7.7% 3.8%

70歳以上
（n=25)

8.0% 52.0% 4.0% 4.0% 24.0% 8.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
n=3

n=243

n=182
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問4　(5)政治の場で

≪年齢別≫

男女ともに｢どちらかと言うと男性の方が優遇されている｣のポイントが最も高く、それぞれ48.1％、41.8％となった。

｢男性の方が優遇されている｣と｢どちらかと言えば男性の方が優遇されている｣を合わせると、｢女性｣は78.1％、
｢男性｣は62.7％となり、R2より｢女性｣は3.7％高く、一方、｢男性｣は5.4％低くなっている。

25.9%

29.0%

30.0%

28.8%

20.9%

29.4%

45.3%

41.8%

48.1%

45.6%

41.8%

38.7%

12.1%

7.8%

9.5%

4.4%

15.9%

11.0%

0.9%

1.5%

0.4%

0.9%

1.6%

2.5%

0.2%

0.5%

13.8%

16.4%

11.1%

16.8%

17.6%

16.0%

1.6%

3.5%

0.8%

3.5%

1.6%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

(各n=428)

男性の方が非常に優遇されている どちらかと言えば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかと言えば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
に
な
っ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

5.9% 26.5% 0.0% 2.9% 26.5% 38.2% 0.0%

女
30-39歳
（n=38)

10.5% 42.1% 0.0% 5.3% 26.3% 15.8% 0.0%

40-49歳
（n=48)

20.8% 41.7% 2.1% 4.2% 12.5% 18.8% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

10.7% 39.3% 1.8% 3.6% 21.4% 19.6% 3.6%

60-69歳
（n=36)

16.7% 33.3% 0.0% 0.0% 36.1% 13.9% 0.0%

70歳以上
（n=31)

3.2% 41.9% 3.2% 3.2% 25.8% 19.4% 3.2%

18-29歳
（n=22)

9.1% 9.1% 0.0% 9.1% 27.3% 36.4% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

8.6% 28.6% 0.0% 0.0% 22.9% 40.0% 0.0%

40-49歳
（n=31)

19.4% 38.7% 3.2% 9.7% 12.9% 16.1% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

4.7% 37.2% 0.0% 11.6% 27.9% 18.6% 0.0%

60-69歳
（n=26)

3.8% 34.6% 0.0% 11.5% 38.5% 7.7% 3.8%

70歳以上
（n=25)

8.0% 52.0% 4.0% 4.0% 24.0% 8.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
n=3

n=243

n=182

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
に
な
っ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

26.5% 52.9% 8.8% 2.9% 0.0% 8.8% 0.0%

女
30-39歳
（n=38)

34.2% 42.1% 7.9% 0.0% 0.0% 15.8% 0.0%

40-49歳
（n=48)

39.6% 50.0% 8.3% 0.0% 0.0% 2.1% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

25.0% 48.2% 10.7% 0.0% 0.0% 14.3% 1.8%

60-69歳
（n=36)

22.2% 61.1% 8.3% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0%

70歳以上
（n=31)

32.3% 32.3% 12.9% 0.0% 0.0% 19.4% 3.2%

18-29歳
（n=22)

18.2% 40.9% 9.1% 0.0% 0.0% 22.7% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

17.1% 28.6% 22.9% 2.9% 0.0% 28.6% 0.0%

40-49歳
（n=31)

35.5% 45.2% 6.5% 0.0% 3.2% 9.7% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

18.6% 44.2% 16.3% 2.3% 0.0% 18.6% 0.0%

60-69歳
（n=26)

11.5% 53.8% 23.1% 3.8% 0.0% 3.8% 3.8%

70歳以上
（n=25)

24.0% 40.0% 16.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
n=3

n=243

n=182
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問4　(6)法律や制度の面で

≪年齢別≫

年齢別では｢分からない｣を除き、｢女性｣はすべての年齢で｢どちらかと言えば男性の方が優遇される｣が最も高いが、｢
男性｣は、｢18-29歳｣では｢平等になってる｣と｢どちらかと言えば女性の方が優遇されている｣が同率で18.2％、｢30-
39歳｣と｢70歳以上｣では｢平等になっている｣がそれぞれ34.3％、48.0％と最も高い。

｢女性｣は｢どちらかと言うと男性の方が優遇されている｣のポイントが33.7％で最も高く、｢男性｣は｢平等になっている｣
の30.8％が最も高い。

11.0%

8.6%

14.8%

9.7%

6.0%

7.4%

31.8%

40.3%

33.7%

42.9%

29.7%

36.8%

23.1%

17.4%

17.3%

13.3%

30.8%

23.3%

5.1%

4.0%

3.7%

3.5%

7.1%

4.9%

1.9%

1.0%

0.4%

0.0%

3.8%

2.5%

24.8%

25.2%

28.4%

26.5%

20.3%

23.3%

2.3%

3.5%

1.6%

4.0%

2.2%

1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

(各n=428)

男性の方が非常に優遇されている どちらかと言えば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかと言えば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
に
な
っ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

8.8% 35.3% 20.6% 0.0% 2.9% 32.4% 0.0%

女
30-39歳
（n=38)

15.8% 34.2% 15.8% 2.6% 0.0% 31.6% 0.0%

40-49歳
（n=48)

14.6% 33.3% 14.6% 8.3% 0.0% 29.2% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

17.9% 33.9% 17.9% 7.1% 0.0% 21.4% 1.8%

60-69歳
（n=36)

16.7% 30.6% 19.4% 0.0% 0.0% 30.6% 2.8%

70歳以上
（n=31)

12.9% 35.5% 16.1% 0.0% 0.0% 29.0% 6.5%

18-29歳
（n=22)

13.6% 4.5% 18.2% 18.2% 0.0% 36.4% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

2.9% 17.1% 34.3% 14.3% 8.6% 22.9% 0.0%

40-49歳
（n=31)

12.9% 35.5% 19.4% 0.0% 12.9% 19.4% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

4.7% 39.5% 32.6% 9.3% 0.0% 14.0% 0.0%

60-69歳
（n=26)

3.8% 42.3% 30.8% 0.0% 0.0% 15.4% 7.7%

70歳以上
（n=25)

0.0% 32.0% 48.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
n=3

n=243

n=182
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問4　(7)社会通念、習慣、しきたり等で

≪年齢別≫

男女ともに｢どちらかと言うと男性の方が優遇されている｣のポイントが最も高く、それぞれ47.7％、59.3％となった。

｢男性の方が優遇されている｣と｢どちらかと言えば男性の方が優遇されている｣を合わせると、｢女性｣は75.7％、｢男性｣
は70.8％となり、R2より｢女性｣は0.4％、｢男性｣は1.6％低くなっている。

20.8%

20.9%

28.0%

24.8%

11.5%

16.6%

52.6%

53.4%

47.7%

51.3%

59.3%

55.8%

7.9%

6.0%

5.8%

5.3%

11.0%

6.7%

2.3%

1.0%

0.4%

0.4%

4.9%

1.8%

0.2%

0.5%

0.5%

1.2%

13.6%

15.4%

16.9%

15.0%

9.3%

16.6%

2.6%

2.8%

1.2%

3.1%

3.3%

1.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

(各n=428)

男性の方が非常に優遇されている どちらかと言えば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかと言えば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
に
な
っ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

8.8% 35.3% 20.6% 0.0% 2.9% 32.4% 0.0%

女
30-39歳
（n=38)

15.8% 34.2% 15.8% 2.6% 0.0% 31.6% 0.0%

40-49歳
（n=48)

14.6% 33.3% 14.6% 8.3% 0.0% 29.2% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

17.9% 33.9% 17.9% 7.1% 0.0% 21.4% 1.8%

60-69歳
（n=36)

16.7% 30.6% 19.4% 0.0% 0.0% 30.6% 2.8%

70歳以上
（n=31)

12.9% 35.5% 16.1% 0.0% 0.0% 29.0% 6.5%

18-29歳
（n=22)

13.6% 4.5% 18.2% 18.2% 0.0% 36.4% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

2.9% 17.1% 34.3% 14.3% 8.6% 22.9% 0.0%

40-49歳
（n=31)

12.9% 35.5% 19.4% 0.0% 12.9% 19.4% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

4.7% 39.5% 32.6% 9.3% 0.0% 14.0% 0.0%

60-69歳
（n=26)

3.8% 42.3% 30.8% 0.0% 0.0% 15.4% 7.7%

70歳以上
（n=25)

0.0% 32.0% 48.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
n=3

n=243

n=182

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
に
な
っ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=31)

26.5% 47.1% 5.9% 0.0% 0.0% 20.6% 0.0%

女
30-39歳
（n=34)

34.2% 39.5% 7.9% 0.0% 0.0% 18.4% 0.0%

40-49歳
（n=51)

39.6% 41.7% 8.3% 0.0% 0.0% 10.4% 0.0%

性
50-59歳
（n=50)

28.6% 50.0% 1.8% 1.8% 0.0% 16.1% 1.8%

60-69歳
（n=32)

19.4% 52.8% 8.3% 0.0% 0.0% 19.4% 0.0%

70歳以上
（n=28)

12.9% 58.1% 3.2% 0.0% 0.0% 19.4% 6.5%

18-29歳
（n=18)

13.6% 31.8% 9.1% 4.5% 4.5% 22.7% 13.6%

男
30-39歳
（n=25)

2.9% 48.6% 20.0% 11.4% 0.0% 17.1% 0.0%

40-49歳
（n=33)

22.6% 64.5% 3.2% 3.2% 0.0% 3.2% 3.2%

性
50-59歳
（n=22)

14.0% 67.4% 7.0% 4.7% 0.0% 7.0% 0.0%

60-69歳
（n=31)

7.7% 69.2% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7%

70歳以上
（n=30)

8.0% 68.0% 12.0% 4.0% 0.0% 8.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

n=243

n=182

n=3
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※(　)内の数値はR2アンケート

⑴ 男性は仕事、女性は家庭を中心とする方がよい

⑵ 男女とも協力し合って家事、育児をする方がよい

⑶ 母親は子どもが小さいときには子育てに専念した方がよい 49.3% (27.0%)

20.6% (0.8%)

67.3% (55.4%)

そう思わないそう思う

31.3% (56.9%)

75.7% (94.5%)

16.8% (25.2%)

｢男女とも協力し合って家事、育児をする方がよい｣について、｢そう思う｣との回答は全体の75.7％で、R2の94.5％より
18.8％低かった。

｢男性は仕事、女性は家庭を中心とする方がよい｣について、｢そう思う｣(｢そう思う｣と｢どちらかと言えばそう思うを合わ
せたもの、以降同じ)の回答は全体の16.8％で、R2の25.2％より8.4％低くなった。

｢母親は、子どもが小さいときには子育てに専念した方がよい｣について、｢そう思う｣との回答は全体の31.3％で、R2の
56.9％より25.6％低かった。

問5　次の(1)～(3)について、あなたの考えに近いものを選んでください。(それぞれ1つずつ○)

3.3%

74.8%

15.2%

13.6%

0.9%

16.1%

14.5%

19.2%

36.2%

52.8%

1.4%

13.1%

14.5%

2.6%

18.0%

1.4%

1.2%

1.4%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

男性は仕事、女性は家庭を

中心とする方がよい

男女とも協力し合って

家事､育児をする方がよい

母親は子どもが小さいときには

子育てに専念した方がよい

(各n=428)

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

どちらとも言えない 無回答

男
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

男
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
に
な
っ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に

優
遇
さ
れ
て
い
る

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=31)

26.5% 47.1% 5.9% 0.0% 0.0% 20.6% 0.0%

女
30-39歳
（n=34)

34.2% 39.5% 7.9% 0.0% 0.0% 18.4% 0.0%

40-49歳
（n=51)

39.6% 41.7% 8.3% 0.0% 0.0% 10.4% 0.0%

性
50-59歳
（n=50)

28.6% 50.0% 1.8% 1.8% 0.0% 16.1% 1.8%

60-69歳
（n=32)

19.4% 52.8% 8.3% 0.0% 0.0% 19.4% 0.0%

70歳以上
（n=28)

12.9% 58.1% 3.2% 0.0% 0.0% 19.4% 6.5%

18-29歳
（n=18)

13.6% 31.8% 9.1% 4.5% 4.5% 22.7% 13.6%

男
30-39歳
（n=25)

2.9% 48.6% 20.0% 11.4% 0.0% 17.1% 0.0%

40-49歳
（n=33)

22.6% 64.5% 3.2% 3.2% 0.0% 3.2% 3.2%

性
50-59歳
（n=22)

14.0% 67.4% 7.0% 4.7% 0.0% 7.0% 0.0%

60-69歳
（n=31)

7.7% 69.2% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7%

70歳以上
（n=30)

8.0% 68.0% 12.0% 4.0% 0.0% 8.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

n=243

n=182

n=3
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｢そう思わない｣のポイントが男女ともにすべての年代で最も高い。

≪年齢別≫

｢そう思わない｣｢どちらかと言えばそう思わない｣を合わせると67.3％で、R2の55.5％より11.8％高い。

問5　(1)男性は仕事、女性は家庭を中心とする方がよい

3.3%

4.8%

0.8%

4.9%

6.0%

4.9%

13.6%

20.4%

10.7%

18.6%

17.6%

22.7%

14.5%

13.4%

14.0%

12.8%

15.4%

14.7%

52.8%

42.1%

62.6%

44.7%

40.1%

38.7%

14.5%

16.6%

11.9%

16.8%

18.1%

16.6%

1.4%

2.8%

0.0%

2.2%

2.7%

2.5%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない

そう思わない どちらとも言えない 無回答

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

0.0% 5.9% 14.7% 70.6% 8.8% 0.0%

女
30-39歳
（n=38)

0.0% 7.9% 15.8% 65.8% 10.5% 0.0%

40-49歳
（n=48)

2.1% 10.4% 12.5% 64.6% 10.4% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

0.0% 12.5% 12.5% 62.5% 12.5% 0.0%

60-69歳
（n=36)

2.8% 13.9% 13.9% 58.3% 11.1% 0.0%

n=243
70歳以上
（n=31)

0.0% 12.9% 16.1% 51.6% 19.4% 0.0%

18-29歳
（n=22)

0.0% 0.0% 27.3% 45.5% 18.2% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

8.6% 14.3% 11.4% 40.0% 20.0% 5.7%

40-49歳
（n=31)

3.2% 19.4% 9.7% 41.9% 25.8% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

7.0% 23.3% 18.6% 32.6% 18.6% 0.0%

60-69歳
（n=26)

3.8% 19.2% 19.2% 38.5% 15.4% 3.8%

n=182 n=182
70歳以上
（n=25)

12.0% 24.0% 8.0% 48.0% 8.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
n=3
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問5　(2)男女とも協力し合って家事､育児をする方がよい

≪年齢別≫

｢そう思う｣のポイントが全体の74.8％で、｢どちらかと言えばそう思う｣を合わせると94.0％と高い。

特に年齢別では、｢女性｣・｢男性｣とも29歳以下が最も高く、｢そう思う｣が｢女性｣で91.2％、｢どちらかと言えばそう思う｣
を合わせると100％になり、｢男性｣は｢そう思う｣が86.4％、｢どちらかと言えばそう思う｣を合わせると90.9％となる。

74.8%

66.8%

81.5%

70.8%

66.5%

62.0%

19.2%

27.7%

16.9%

23.9%

22.5%

33.1%

1.4%

0.5%

0.4%

2.7%

1.2%

0.9%

0.3%

0.4%

2.2%

2.6%

3.3%

1.2%

4.0%

4.4%

2.5%

1.2%

1.5%

0.9%

1.6%

1.2%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

どちらとも言えない 無回答

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

91.2% 8.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

女
30-39歳
（n=38)

84.2% 13.2% 0.0% 0.0% 2.6% 0.0%

40-49歳
（n=48)

89.6% 10.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

80.4% 17.9% 1.8% 0.0% 0.0% 0.0%

60-69歳
（n=36)

69.4% 30.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

n=243
70歳以上
（n=31)

71.0% 22.6% 0.0% 0.0% 6.5% 0.0%

18-29歳
（n=22)

86.4% 4.5% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

77.1% 17.1% 5.7% 0.0% 0.0% 0.0%

40-49歳
（n=31)

64.5% 25.8% 0.0% 0.0% 9.7% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

58.1% 27.9% 2.3% 7.0% 4.7% 0.0%

60-69歳
（n=26)

65.4% 23.1% 3.8% 0.0% 3.8% 3.8%

n=182
70歳以上
（n=25)

52.0% 32.0% 4.0% 4.0% 8.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
n=3
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問5　(3)母親は、子どもが小さいときには子育てに専念した方がよい

≪年齢別≫

全体では｢そう思う｣｢どちらかと言えばそう思う｣を合わせると51.4％で、R2の56.9％より5.5％下がった。

性別では｢女性｣46.9％、｢男性｣57.7％で、｢男性｣が10.8％高かった。

15.2%

17.9%

10.7%

18.1%

21.4%

18.4%

36.2%

39.0%

36.2%

38.1%

36.3%

39.9%

13.1%

10.3%

13.2%

10.6%

13.2%

10.4%

16.1%

16.6%

19.8%

14.2%

11.5%

20.2%

18.0%

14.6%

20.2%

18.1%

15.4%

9.8%

1.4%

1.5%

0.0%

0.9%

2.2%

1.2%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない

そう思わない どちらとも言えない 無回答

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

8.8% 38.2% 23.5% 5.9% 23.5% 0.0%

女
30-39歳
（n=38)

10.5% 28.9% 5.3% 34.2% 21.1% 0.0%

40-49歳
（n=48)

8.3% 43.8% 6.3% 22.9% 18.8% 0.0%

性
50-59歳
（n=56)

12.5% 35.7% 12.5% 19.6% 19.6% 0.0%

60-69歳
（n=36)

11.1% 36.1% 19.4% 11.1% 22.2% 0.0%

n=243
70歳以上
（n=31)

12.9% 32.3% 16.1% 22.6% 16.1% 0.0%

18-29歳
（n=22)

13.6% 22.7% 18.2% 18.2% 18.2% 9.1%

男
30-39歳
（n=35)

17.1% 31.4% 17.1% 8.6% 22.9% 2.9%

40-49歳
（n=31)

22.6% 32.3% 12.9% 12.9% 19.4% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

25.6% 39.5% 7.0% 16.3% 11.6% 0.0%

60-69歳
（n=26)

19.2% 57.7% 11.5% 0.0% 7.7% 3.8%

n=182
70歳以上
（n=25)

28.0% 32.0% 16.0% 12.0% 12.0% 0.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
n=3
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特に女性は71.4％と突出して高い。
全体では、｢家事・育児・介護と両立しながら、妻が働き続けるのは大変だと思うから｣が59.7％で最も高い。

※問5 (1)で｢1 そう思う｣または｢2 どちらかと言えばそう思う｣と答えた方におたずねします。

問6　｢そう思う｣｢どちらかと言えばそう思う｣の理由をお聞かせください。(あてはまるものすべてに○)

18.1%

11.1%

34.7%

51.4%

59.7%

6.9%

2.8%

4.2%

14.3%

17.9%

39.3%

46.4%

71.4%

3.6%

0.0%

0.0%

20.9%

7.0%

32.6%

55.8%

53.5%

7.0%

4.7%

7.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

66.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

日本の伝統的な家族の在り方だと思うから

自分の両親も役割分担をしていたから

夫が外で働いた方が、

多くの収入を得られると思うから

妻が家庭を守った方が、

子どもの成長などにとって良いと思うから

家事・育児・介護と両立しながら、

妻が働き続けるのは大変だと思うから

わからない

その他

無回答

全体R7 (n=72)

女性R7 (n=42）

男性R7 (n=43)

無回答R7 (n=3)

22



問7　(1)家事(食事のしたく、掃除、洗濯等)

｢家事(食事のしたく、掃除、洗濯等)｣については、｢自分｣の回答が39.3％と最も高い。

｢女性｣が｢自分｣と回答した割合が60.1％であるのに対し、｢男性｣は11.5％と低い。

問7　あなたの家庭では、家事、育児、介護は、主にどなたが担当していますか。 (1つ選択)

仕事・家庭の両立について

｢配偶者(パートナー)と自分が同程度｣と回答したのは、全体で17.1％だった。

39.3%

60.1%

11.5%

16.6%

2.1%

36.3%

17.1%

14.8%

20.3%

13.6%

14.0%

13.2%

1.2%

1.2%

1.1%

0.5%

1.1%

10.0%

7.0%

14.3%

1.9%

0.8%

2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

自分 配偶者(パートナー)

配偶者(パートナー)と自分が同程度 自分と配偶者(パートナー)以外の家族【女性】

自分と配偶者(パートナー)以外の家族【男性】 外部サービスを利用

該当なし 無回答

39.3%

19.9%

12.6%

16.6%

11.4%

4.7%

17.1%

14.3%

3.3%

13.6%

2.6%

3.0%

1.2%

0.7%

1.2%

0.5%

3.5%

10.0%

46.3%

67.3%

1.9%

4.9%

4.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家事(食事のしたく、掃除、洗濯等)

育児(乳幼児の世話)

介護

自分 配偶者(パートナー)

配偶者(パートナー)と自分が同程度 自分と配偶者(パートナー)以外の家族【女性】

自分と配偶者(パートナー)以外の家族【男性】 外部サービスを利用

該当なし 無回答
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問7　(2)育児(乳幼児の世話)

問7　(3)介護

｢女性｣が｢自分｣と回答した割合が19.3％に対し、｢男性｣が3.8％で、15.5％低い。

｢女性｣が｢自分｣と回答した割合が35.0％に対し、｢男性｣は0.0％である。｢男性｣の0.0％はR2と同様である。

19.9%

35.0%

11.4%

0.8%

25.8%

14.3%

12.8%

15.9%

2.6%

3.7%

1.1%

0.7%

0.8%

0.5%

46.3%

43.6%

50.5%

4.9%

3.3%

6.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

自分 配偶者(パートナー)

配偶者(パートナー)と自分が同程度 自分と配偶者(パートナー)以外の家族【女性】

自分と配偶者(パートナー)以外の家族【男性】 外部サービスを利用

該当なし 無回答

12.6%

19.3%

3.8%

4.7%

2.1%

8.2%

3.3%

2.5%

4.4%

3.0%

2.1%

4.4%

1.2%

0.8%

1.6%

3.5%

2.1%

5.5%

67.3%

67.9%

67.0%

4.4%

3.3%

4.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

自分 配偶者(パートナー)

配偶者(パートナー)と自分が同程度 自分と配偶者(パートナー)以外の家族【女性】

自分と配偶者(パートナー)以外の家族【男性】 外部サービスを利用

該当なし 無回答
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｢女性｣では｢社会の中で、男性が家事・育児などに参加することへの理解を深めること｣が69.5％で最も高い。
｢男性｣では｢夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること｣が61.0％と最も高い。

問8　男性が家事、育児、介護などに積極的に参加していくためにはどのようなことが必要だと思いますか。
(選択はいくつでも)

48.1%

53.1%

42.3%

11.7%

11.1%

12.6%

62.4%

63.8%

61.0%

33.6%

38.7%

26.9%

61.7%

69.5%

51.6%

52.6%

55.1%

50.0%

45.1%

46.1%

44.0%

10.0%

9.5%

11.0%

9.1%

8.2%

10.4%

2.1%

2.1%

2.2%

1.6%

2.5%

0.5%

0.9%

1.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

男性自身の抵抗感をなくすこと

女性自身の抵抗感をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること

年配者や周りの人が、夫婦の役割分担などについての当事者の考え方を尊重すること

社会の中で、男性が家事・育児などに参加することへの理解を深めること

職場における上司や同僚などの理解を進めること

労働時間短縮や休暇制度、テレワーク等の時間に柔軟な働き方を普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること

啓発や情報提供、相談窓口の設置、研修を行うこと

仲間(ネットワーク)作りをすすめること

特にない

その他

無回答
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3.5%

人数(人)

73

296

問9から問24までは｢糸魚川市女性活躍推進計画｣に関する設問です。

問9　現在のお仕事の状況についてお聞かせください。(1つ選択)

｢仕事を続けている｣のポイントは69.2％で、R2より14.9％高くなった。

｢以前仕事をしていたが、今はやめている｣は17.1％で、この順位はR2と同様である。

4.2%

17.1%

割合(％)

18

15

問9から問22までは、現在働いている方および以前働いていたことがある方におたずねします。それ以外の方は
問23へお進みください。

 3 仕事をやめたことがあるが、今は再開している

 無回答

 2 以前仕事をしていたが、今はやめている

 1 仕事を続けている

仕事の状況

69.2%

仕事を続けている

69.2%

以前仕事をしていたが、

今はやめている

17.1%

仕事をやめたことがあるが、

今は仕事を再開している

3.5%

無回答

4.2%

該当者合計（n=402）

仕事を続けている

54.3%
以前仕事をしていたが、

今はやめている

24.7%

仕事をやめたことがあるが、

今は仕事を再開している

11.9%

仕事をしたことがない

5.1% 無回答

4.0%

全 体（n=397）

(R7)(R2)

(R7)
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仕事の中断(辞めた)理由

1 自分自身の都合や考え又は定年により退職・中断した

2 会社都合など自分自身の都合以外で退職・中断した

3 家族や家庭環境などのために退職・中断した

無回答

｢自分自身の考え又は定年により退職・中断した｣が56.8％と最も高い。

次に｢家族や家庭環境などのために退職・中断した｣が31.8％と続く。

3

28

7

50

3.4%

31.8%

8.0%

人数(人)

問10　問9で(2)または(3)と答えた方におたずねします。仕事をやめた(中断した)理由をお選びください。(1つ
選択)

割合(％)

56.8%

自分自身の都合や考え又は定

年により退職・中断した

56.8%

会社都合など自分自身の都合

以外で退職・中断した

8.0%

家族や家庭環境などのために

退職・中断した

31.8%

無回答

3.4%
該当者合計

（n=88）
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問11　問10で(3)と答えた方におたずねします。その具体的な理由をお聞かせください。(選択はいくつでも)

｢出産・育児のため(制度がなかった)｣の24.2％が最も高い。

 家族などの介護のため

 出産・育児のため(制度がなかった) 24.2%

 結婚のため

仕事の中断(辞めた)理由

18.2%

項目廃止

項目廃止

項目廃止

項目廃止

0

 経済的に働く必要がなかったため

 定年退職

項目廃止

人数(人)

7

8

6

4

6

0.0%

6.1%

18.2%

 無回答

 家族が望まなかったため

 職場内での人間関係

 その他

 家族から望まれたため

 希望通りの仕事ではなかった

12.1% 家族などの転勤のため

2

21.2%

割合(％)

結婚のため

21.2%

出産・育児のため

（制度がなかった）

24.2%

家族などの

介護のため

18.2%

家族などの

転勤のため

12.1%

家族から望まれた

ため

18.2%

その他

6.1%

無回答

0.0%
該当者合計

（n=28）

結婚のため

12.8%

出産・育児のため

20.9%

家族などの

介護のため

9.6%

引越し、家族の

転勤などのため

4.0%

定年退職

22.7%

経済的に働く必要が

なかったため

2.3%

希望通りの仕事

ではなかった

5.2%

職場内での

人間関係

9.3%

家族が望まなかっ

たため

2.3%

その他

5.8%

無回答

8.7%

該当者合計

（n=166）

(R7)(R2)

(R7)
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問12　職場において、男女格差を感じたことがありますか。(選択はいくつでも)

｢女性｣で最も高いのは｢特に男女格差はない｣の31.7％、｢男性｣では｢人事異動・仕事内容｣の35.7％となった。

2番目に高いのは、｢女性｣では｢賃金手当・昇給昇進｣の26.3％、｢男性｣では｢特に男女格差はない｣の24.7％。

14.0%

26.6%

24.5%

4.2%

15.4%

16.1%

28.5%

11.7%

2.8%

9.6%

13.2%

20.2%

26.3%

3.7%

16.9%

14.4%

31.7%

9.9%

2.9%

10.7%

15.4%

35.7%

22.5%

4.9%

13.2%

18.7%

24.7%

13.7%

2.7%

7.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

募集や採用

人事異動・仕事内容

賃金手当・昇給昇進

就労年数・定年

結婚、出産による退職

育児・介護休業、介護休暇の

利用しやすさ

特に男女格差はない

わからない

その他

無回答

全体(n=425)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)
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≪年齢別≫

全体では、今回もR2も｢使用したいと思わない｣が最も高い。今回39.7％、R2は42.3％。

問13　結婚して戸籍上の名字(姓)が変わった場合、職場において旧姓の使用を希望しますか。(1つ選択)

15.2%

18.6%

17.3%

18.1%

12.6%

20.2%

39.7%

42.3%

41.6%

44.2%

37.4%

39.3%

34.3%

36.8%

30.0%

35.8%

40.1%

38.7%

10.7%

2.3%

11.1%

1.8%

9.9%

1.8%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

全体(R2)

女性(R7)

女性(R2)

男性(R7)

男性(R2)

使用したいと思う 使用したいと思わない わからない 無回答

使
用
し
た
い
と
思
う

使
用
し
た
い
と

思
わ
な
い

分
か
ら
な
い

無
回
答

18-29歳
（n=34)

8.8% 26.5% 29.4% 35.3%

女
30-39歳
（n=38)

31.6% 44.7% 23.7% 0.0%

40-49歳
（n=48)

20.8% 41.7% 31.3% 6.3%

性
50-59歳
（n=56)

17.9% 48.2% 33.9% 0.0%

60-69歳
（n=36)

8.3% 47.2% 33.3% 11.1%

70歳以上
（n=31)

12.9% 35.5% 25.8% 25.8%

18-29歳
（n=22)

4.5% 27.3% 36.4% 31.8%

男
30-39歳
（n=35)

22.9% 31.4% 42.9% 2.9%

40-49歳
（n=31)

12.9% 45.2% 41.9% 0.0%

性
50-59歳
（n=43)

14.0% 34.9% 46.5% 4.7%

60-69歳
（n=26)

7.7% 42.3% 46.2% 3.8%

70歳以上
（n=25)

8.0% 44.0% 20.0% 28.0%

18-29歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
30-39歳
（n=1)

0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

回
40-49歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

答
50-59歳
（n=1)

0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

60-69歳
（n=0)

0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

70歳以上
（n=1)

0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

n=243

n=182

n=3
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｢女性｣の64.2％、｢男性｣の83.0％が育児休業を取得したことが｢ない｣と回答している。

問15　問14で｢取得したことがない｣と答えられた方におたずねします。その主な理由をお聞かせください。
      (1つ選択)

問14　育児休業を取得したことがありますか。(1つ選択)

｢その他｣｢無回答｣を除くと、｢女性｣も｢男性｣も｢在職中に育児の必要がなかった｣が33％以上で最も高い。
次に｢職場にそのような制度がなかった｣が続く。

｢ある｣と回答したのは、｢女性｣では23.0％、｢男性｣では6.0％となった。

15.9%

23.0%

6.0%

33.3%

71.7%

64.2%

83.0%

12.4%

12.8%

11.0%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

ある ない 無回答

33.6%

34.6%

33.0%

11.9%

8.2%

17.0%

2.6%

2.5%

2.7%

1.4%

0.8%

2.2%

5.4%

0.4%

12.1%

14.5%

15.6%

13.2%

30.6%

37.9%

19.8%

100.0%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

該当者(n=307)

女性(n=156)

男性(n=151)

無回答(n=3)

在職中に育児の必要がなかった

職場にそのような制度がなかった

取得したかったが、周囲の事情等により取得できなかった

賃金や手当などの経済的支援がないため取得できなかった

配偶者が取得したので、制度を利用しなくても対応できた

その他

無回答
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男女ともに｢在職中に介護の必要がなかった｣が53％以上と最も高い。

｢その他｣｢無回答｣を除き、｢女性｣｢男性｣とも｢職場にそのような制度がなかった｣が2番目に高い。

問16　介護休業を取得したことがありますか。(1つ選択)

問17　問16で｢取得したことがない｣と答えられた方におたずねします。その主な理由をお聞かせください。
      (1つ選択)

｢女性｣｢男性｣とも介護休業を取得したことが｢ない｣が82％と高い。

｢ある｣と回答したのは｢女性｣｢男性｣とも4％未満となっている。

3.5%

3.3%

3.8%

83.9%

82.7%

85.7%

66.7%

12.6%

14.0%

10.4%

33.3%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

ある ない 無回答

54.2%

54.7%

53.8%

33.3%

8.2%

7.4%

9.3%

1.9%

2.1%

1.6%

1.2%

1.2%

1.1%

0.5%

1.1%

14.7%

13.2%

17.0%

19.4%

21.4%

15.9%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

該当者(n=359)

女性(n=201)

男性(n=156)

無回答(n=3)

在職中に介護の必要がなかった

職場にそのような制度がなかった

取得したかったが、周囲の事情等により取得できなかった

賃金や手当などの経済的支援がないため取得できなかった

配偶者が取得したので、制度を利用しなくても対応できた

その他

無回答
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問18　介護休暇(※短期介護のための年5日程度の休暇)を取得したことがありますか。(1つ選択)

問19　問18で｢取得したことがない｣と答えられた方におたずねします。その主な理由をお聞かせください。(1
つ選択)

｢在職中に介護の必要がなかった｣との回答が、男女とも52％以上だった。

｢職場にそのような制度がなかった｣｢取得したかったが、周囲の事情等により取得できなかった｣｢賃金や手当などの経済
的支援がないため取得できなかった｣を合わせると全体の12.1％あった。

男女ともに「取得したことがない｣が80％以上で、｢ある｣と回答したのは5％未満と低い。

4.7%

4.9%

4.4%

82.0%

80.2%

85.2%

33.3%

13.3%

14.8%

10.4%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

ある ない 無回答

52.8%

52.3%

53.8%

33.3%

8.6%

8.2%

9.3%

2.3%

2.5%

2.2%

1.2%

1.2%

1.1%

0.5%

1.1%

14.3%

13.6%

15.4%

20.3%

22.2%

17.0%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

該当者(n=351)

女性(n=195)

男性(n=155)

無回答(n=3)

在職中に介護の必要がなかった

職場にそのような制度がなかった

取得したかったが、周囲の事情等により取得できなかった

賃金や手当などの経済的支援がないため取得できなかった

配偶者が取得したので、制度を利用しなくても対応できた

その他

無回答
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問20　子の看護休暇を取得したことがありますか。(1つ選択)

男女ともに、｢ない｣と回答した割合が70％以上で、特に｢男性｣は77.5％と高かった。

｢ある｣と回答した｢女性｣は14.4％、｢男性｣は9.9％と｢女性｣より4.5％低い。

｢在職中に子の看護の必要がなかった｣が｢女性｣｢男性｣とも最も高く、43％以上だった。

問21　問20で｢取得したことがない｣と答えられた方におたずねします。その主な理由をお聞かせください。(1
つ選択)

12.4%

14.4%

9.9%

73.8%

71.6%

77.5%

33.3%

13.8%

14.0%

12.6%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

ある ない 無回答

44.2%

43.2%

46.2%

11.9%

12.3%

11.5%

1.6%

1.6%

1.6%

1.9%

2.1%

1.1%

33.3%

3.0%

1.6%

4.9%

8.6%

7.8%

9.9%

28.7%

31.3%

24.7%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=316)

女性(n=174)

男性(n=141)

無回答(n=3)

在職中に子の看護の必要がなかった
職場にそのような制度がなかった
取得したかったが、周囲の事情等により取得できなかった
賃金や手当などの経済的支援がないため取得できなかった
配偶者が取得したので、制度を利用しなくても対応できた
その他
無回答
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問22　 非正規社員を選んだ理由をお聞かせください。(選択はいくつでも)

｢女性｣は｢無回答｣を除き、｢仕事と家庭の両立がしやすいから｣が21.2％で最も高かったが、同項目は｢男性｣は0％だっ
た。

｢男性｣は｢無回答｣｢その他｣を除き、｢自分の都合の良い時間に働けるから｣｢勤務時間や労働日数が短いから｣｢正社員
として働ける会社がなかったから｣が同率5.0％だった。

16.6%

12.4%

21.2%

10.1%

9.7%

9.2%

5.5%

6.5%

11.1%

8.3%

54.8%

20.4%

14.6%

28.7%

13.4%

12.7%

11.5%

7.0%

7.0%

13.4%

8.9%

44.6%

5.0%

5.0%

0.0%

1.7%

1.7%

3.3%

1.7%

3.3%

5.0%

6.7%

78.3%

16.7%

16.7%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

16.7%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

自分の都合の良い時間に働けるから

勤務時間や労働日数が短いから

仕事と家庭の両立がしやすいから

配偶者等の扶養範囲内で

働きたいから

家計の補助、学費等を得たいから

自分で自由に使えるお金を

得たいから

専門的な資格・技能を生かせるから

比較的、責任が少ないから

正社員として働ける会社が

なかったから

その他

無回答

該当者合計(n=217)

女性(n=157)

男性(n=60)

無回答(n=3)
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問
1全
体

2番目に高いのは、女性は｢多様な視点が加わり、新たな価値や商品・サービスが考え出される｣の57.6％、男性は｢各分
野に女性の声が反映されやすくなる｣の53.8％だった。

問23　あなたは、政治・経済・地域などの各分野で、女性の参加が進み、女性のリーダーが増えると、どのよ
うな影響があると思いますか。(選択はいくつでも)

｢女性｣｢男性｣とも、｢男女問わず優秀な人材が活躍できるようになる｣が65％以上で最も高い。

あらゆる分野での女性の活躍について

54.4%

30.1%

53.7%

67.3%

19.6%

17.1%

29.9%

2.3%

12.1%

17.8%

3.0%

5.1%

1.6%

1.6%

57.6%

29.6%

54.3%

68.7%

21.8%

20.2%

31.3%

1.2%

15.2%

15.6%

2.5%

4.5%

0.4%

0.4%

51.1%

30.8%

53.8%

65.9%

17.0%

13.2%

28.6%

3.8%

8.2%

20.9%

3.8%

5.5%

3.3%

2.7%

0.0%

25.0%

0.0%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0%

25.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

多様な視点が加わり、新たな価値や

商品・サービスが考え出される

人材・労働力の確保につながり、社会全体に活力を

与えることができる

各分野に女性の声が反映されやすくなる

男女問わず優秀な人材が活躍できるようになる

仕事と仕事以外の生活との調和がとれ、

その両方が充実している社会が実現できる

労働時間の短縮など働き方の見直しが進む

男性の家事・育児、地域活動などへの参加が増える

男性のポストが減り、男性が活躍しづらくなる

保育・介護などの公的サービスの必要性が

増大し、家計負担及び公的負担が増大する

男性に課せられた負担や責任が分散する

特にない

わからない

その他

無回答

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)
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問24　あなたは、政治・経済・地域などの各分野で女性のリーダーを増やすときに、障害となるものは何だと
思いますか。(選択はいくつでも)

｢保育・介護の支援などの公的サービスが十分でなはないこと｣については｢男性｣でも3番目に高い。

｢保育・介護・家事などにおける夫などの家族の支援が十分ではないこと｣が、｢女性｣では49.4％、｢男性｣では35.7％と
最も高い。

次に｢女性｣では、｢保育・介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと｣の35.4％、｢男性｣では｢女性自身がリー
ダーになることを希望しないこと｣の32.4％が高い。

21.7%

27.1%

25.0%

16.6%

26.9%

19.4%

43.5%

33.6%

7.2%

11.9%

2.1%

0.9%

18.9%

23.5%

30.5%

18.5%

28.4%

19.8%

49.4%

35.4%

5.8%

9.9%

1.6%

0.0%

25.8%

32.4%

17.6%

14.3%

25.3%

19.2%

35.7%

31.9%

9.3%

14.3%

2.7%

1.6%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0%

25.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

現時点では必要な知識や経験などを持つ

女性が少ないこと

女性自身がリーダーになることを

希望しないこと

働く場において上司・同僚・部下となる男性や

顧客が女性リーダーを希望しないこと

地域の住民が女性リーダーを希望しないこと

長時間労働の改善が十分ではないこと

企業などにおいては管理職になると

広域異動が増えること

保育・介護・家事などにおける夫などの

家族の支援が十分ではないこと

保育・介護の支援などの公的サービスが

十分ではないこと

特にない

わからない

その他

無回答

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)
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問25-(1)　身体的な暴力   

｢されたことがある｣では、｢女性｣が4.1％に対し、｢男性｣が0.5％であった。

｢したことがある｣では、｢女性｣は0.0％、｢男性｣は0.5％であった。

続いて、｢身体的な暴力｣｢経済的な暴力｣｢性的な暴力｣の順となる。

問25　あなたは、パートナーや恋人から過去2年間で、次のような暴力を｢されたこと｣や｢したこと｣があります
か。(1つ選択)

｢無回答｣を除くと、｢されたことがある｣｢したことがある｣の中では、どちらも｢精神的な暴力｣が最も高い。

あらゆる暴力の根絶について

2.6%

6.5%

1.4%

2.3%

0.5%

0.9%

0.5%

1.4%

0.0%

0.2%

91.8%

86.0%

93.7%

92.5%

4.7%

5.1%

4.9%

4.9%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

身体的な暴力

精神的な暴力・社会的な暴力

性的な暴力

経済的な暴力

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答

2.6%

4.1%

0.5%

0.5%

0.5%

33.3%

0.5%

0.0%

1.1%

91.8%

93.0%

91.2%

33.3%

4.7%

2.9%

6.6%

33.3%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

無回答(R7)

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答
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問25-(2)　精神的な暴力・社会的な暴力

問25-(3)　性的な暴力

｢したことがある｣は、｢女性｣が0.0％だが、｢男性｣は2.2％だった。

｢されたことがある｣のポイントは、｢女性｣が9.9％、｢男性｣が2.2％だった。

｢したことがある｣は｢女性｣｢男性｣とも0.0％だが、｢されたことがある｣は｢女性｣が2.1％、｢男性｣が0.5％ある。

6.5%

9.9%

2.2%

0.0%

0.9%

0.0%

2.2%

0.0%

1.4%

0.4%

2.7%

0.0%

86.0%

86.4%

86.3%

33.3%

5.1%

3.3%

6.6%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

無回答(R7)

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答

1.4%

2.1%

0.5%

93.7%

95.1%

92.9%

33.3%

4.9%

2.9%

6.6%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

無回答(R7)

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答
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問25-(4)　経済的な暴力

｢したことがある｣が、男女とも0.0％だが、｢されたことがある｣は｢女性｣が2.9％、｢男性｣が1.6％だった。

2.3%

2.9%

1.6%

0.2%

0.0%

0.5%

92.5%

94.2%

91.2%

33.3%

4.9%

2.9%

6.6%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

無回答(R7)

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答
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｢されたことがある｣で最も高いのは｢パワーハラスメント｣の12.9％だった。

問26　あなたは、過去2年間で、職場・学校・地域・家庭などで何らかのハラスメントを ｢されたこと｣や｢した
こと｣がありますか。(1つ選択)

4.9%

1.9%

12.9%

12.6%

1.2%

0.7%

0.5%

0.5%

0.0%

0.2%

0.5%

0.9%

0.2%

89.7%

92.5%

80.8%

80.6%

92.8%

4.7%

5.4%

5.4%

5.4%

5.8%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

セクシャルハラスメント

マタニティハラスメント

パワーハラスメント

モラルハラスメント

ストーカー行為

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答
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問26-(1)　セクシャルハラスメント

問26-(2)　マタニティハラスメント

｢されたことがある｣は、｢女性｣で7.8％、｢男性｣で1.1％だった。

｢されたことがある｣は｢女性｣で2.5％、｢男性｣で1.1％だった。

4.9%

7.8%

1.1%

0.7%

1.1%

33.3%

89.7%

88.1%

92.9%

33.3%

4.7%

4.1%

4.9%

33.3%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

無回答(R7)

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答

1.9%

2.5%

1.1%

33.3%

0.2%

0.4%

0.0%

92.5%

93.0%

92.9%

33.3%

5.4%

4.1%

6.0%

33.3%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

無回答(R7)

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答
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問26-(4)　モラルハラスメント

問26-(3)　パワーハラスメント

｢どちらもない｣が｢女性｣で83.5％、｢男性｣で78.0％と最も高い。

｢されたことがある｣は｢女性｣で11.5％、｢男性｣で14.8％だった。

｢したことがある｣が｢女性｣で0.4％、｢男性｣で0.5％あり、｢どちらもある｣が｢男性｣で1.1％だった。

｢どちらもない｣が｢女性｣で81.5％、｢男性｣で80.2％と最も高い。

｢されたことがある｣は｢女性｣で14.0％、｢男性｣で11.0％だった。

｢男性｣では｢したことがある｣が1.1％、｢どちらもある｣が1.6％だった。

12.9%

11.5%

14.8%

0.5%

0.4%

0.5%

0.5%

1.1%

80.8%

83.5%

78.0%

33.3%

5.4%

4.5%

5.5%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

無回答(R7)

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答

12.6%

14.0%

11.0%

0.0%

0.5%

1.1%

0.9%

0.4%

1.6%

80.6%

81.5%

80.2%

33.3%

5.4%

4.1%

6.0%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

無回答(R7)

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答
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｢どちらもない｣が｢女性｣で93.0％、｢男性｣で93.4％と最も高い。

｢されたことがある｣が｢女性｣で2.1％、｢男性｣は0.0％。｢どちらもある｣は｢男性｣で0.5％だった。

問26-(5)　ストーカー行為

1.2%

2.1%

0.2%

0.5%

92.8%

93.0%

93.4%

33.3%

5.8%

4.9%

6.0%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(R7)

女性(R7)

男性(R7)

無回答(R7)

(各 n=428)

されたことがある したことがある

どちらもある どちらもない

無回答
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次に、｢加害者への対策｣が続く。

｢被害者が相談しやすい窓口の設置｣が最も高く、｢女性｣74.1％、｢男性｣64.8％となった。

問27　あなたは、セクシュアル・ハラスメントやドメスティック・バイオレンス等の防止や被害者の支援のた
めに、どのような対策が必要だと思いますか。 (選択はいくつでも)

23.6%

23.1%

44.2%

69.9%

35.7%

59.1%

47.4%

6.3%

1.4%

2.8%

22.2%

21.8%

47.7%

74.1%

40.7%

58.0%

47.7%

5.3%

1.6%

0.8%

25.8%

25.3%

40.1%

64.8%

29.7%

61.5%

47.8%

7.1%

1.1%

4.9%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

市民の認識を深めるための啓発活動の推進

企業経営者及び人事担当者向けの

セミナー開催など教育活動の促進

被害者などを緊急に一時保護する施設の設置

被害者が相談しやすい窓口の設置

被害者が自立して生活できるための支援

加害者への対策

法的な手続き（被害届や保護命令等)に

ついてのサポート

わからない

その他

無回答

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)
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｢女性｣では｢配偶者や元配偶者などからの暴力、いわゆるDV｣が69.5％で最も高い。

｢男性｣では｢つきまといや待ち伏せなどのストーカー行為｣が69.2％で最も高い。

問28　政府は、男女共同参画社会の形成の促進を図る上での重要な課題として、ドメスティック・バイオレン
スや性暴力など個人としての尊厳を害する暴力の根絶に取り組んでいます。
あなたが対策が必要だと考えるのは次のうちどれですか。(選択はいくつでも)

65.4%

54.0%

66.8%

59.6%

62.9%

43.2%

50.0%

51.4%

54.4%

55.1%

31.8%

47.0%

5.8%

69.5%

56.4%

65.8%

60.1%

64.6%

44.9%

49.4%

53.9%

58.4%

60.9%

36.2%

50.2%

3.3%

61.0%

51.6%

69.2%

59.9%

61.0%

41.8%

51.1%

48.9%

49.5%

48.4%

26.4%

43.4%

0.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

33.3%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

配偶者や元配偶者などからの暴力、いわゆるDV

交際相手からの暴力、いわゆるデートDV

つきまといや待ち伏せなどのストーカー行為

不同意性交等や痴漢、盗撮などの性犯罪や性暴力

児童買春や性的虐待、児童ポルノなど、

子どもに対する性犯罪や性暴力

売春や買春

暴力や脅迫などの手段で

売春や労働を強要される、人身取引

セクシュアルハラスメント、いわゆるセクハラ

インターネットやSNSを介した出会いを

きっかけとした性被害

インターネットやSNSを介した性的画像・映像の

要求や本人の意に反した性的画像・映像の共有・拡散

テレビや雑誌、ゲーム、インターネットなどの

性表現や暴力表現

性別を理由としたインターネットや

SNSを介した誹謗中傷、脅迫

無回答

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)
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問29　ドメスティック・バイオレンスや性暴力の被害やそれに関する悩みを相談できる窓口などについて、あ
なたが知っているものを挙げてください。(選択はいくつでも)

｢知っているものがない｣が｢女性｣｢男性｣とも最も高く、それぞれ46.9％、58.2％となっている。

知っているの中で最も高いものでは、｢こころの健康相談統一ダイヤル｣で25.5％、22.0％となっている。

15.4%

2.1%

0.7%

2.6%

3.5%

3.3%

8.4%

1.9%

1.4%

0.9%

0.7%

0.2%

1.4%

8.6%

23.8%

12.4%

2.3%

0.2%

51.9%

6.1%

22.2%

2.9%

1.2%

3.7%

4.5%

1.6%

9.1%

1.6%

2.1%

1.6%

0.8%

0.0%

0.8%

10.3%

25.5%

10.7%

3.3%

0.4%

46.9%

4.5%

6.6%

1.1%

0.0%

1.1%

2.2%

5.5%

7.7%

2.2%

0.5%

0.0%

0.5%

0.5%

2.2%

6.6%

22.0%

14.8%

1.1%

0.0%

58.2%

7.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

66.7%

33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

糸魚川市女性のための相談室

NPO法人女のスペース・にいがた

NPO法人女のスペース・ながおか

NPO法人ウィメンズサポートセンターにいがた

新潟県女性相談支援センター

新潟県男女平等推進相談室

新潟県ひきこもり地域支援センター

新潟労働局雇用環境・均等室

新潟県女性センター

DV相談プラス

性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ

支援センター

性暴力相談に関するSNS相談、

いわゆるCuretime（キュアタイム)

性犯罪被害相談電話に係る全国共通番号・ハートさん

全国共通人権相談ダイヤルみんなの人権１１０番

こころの健康相談統一ダイヤル

警察相談専用全国共通番号

女性相談支援センター全国共通番号

新潟市配偶者暴力相談支援センター

知っているものはない

無回答

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)
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｢24時間相談ができる｣が｢女性｣58.8％、｢男性｣51.6％と、それぞれ最も高い。

次に｢匿名で相談ができる｣が｢女性｣は56.4％、｢男性｣は45.6％と続く。

問30　ドメスティック・バイオレンスや性暴力の被害やそれに関する悩みを相談できる窓口などで配慮してほ
しいと思うことは何ですか。(選択はいくつでも)

33.2%

34.8%

32.0%

42.3%

55.6%

45.1%

26.6%

43.5%

51.4%

41.4%

30.8%

34.3%

11.9%

3.3%

30.9%

37.0%

30.9%

44.9%

58.8%

48.6%

27.6%

49.0%

56.4%

41.6%

34.2%

35.0%

9.1%

1.6%

36.8%

31.9%

34.1%

39.6%

51.6%

41.2%

25.8%

36.8%

45.6%

41.8%

26.9%

34.1%

0.5%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

メールによる相談ができる

チャット、SNSなどによる相談ができる

電話による相談ができる

通話料が無料で相談できる

24時間相談ができる

医療費、カウンセリング費用、弁護士費用

などについて、無料で支援が受けられる

相談内容に関連する、他の相談窓口との連携が

行われる

同性の相談員がいる

匿名で相談ができる

弁護士など、法的知識のある相談員がいる

臨床心理士、公認心理師など、心理専門職の

相談員がいる

DVや性暴力に関する専門の相談員がいる

わからない

無回答

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)
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｢子育て、介護中であっても仕事が続けられるような支援の充実｣が、｢女性｣49.8％、｢男性｣45.6％で最も高い。
｢その他｣を除き、一番低かったのは男女ともに｢農林水産業・商工業等自営業における女性の経営参画・社会参画の推
進｣で、それぞれ1.6％、2.2％である。

問31　｢男女共同参画社会｣を実現するために、今後市が重点を置いて取り組むべきものは何だと思いますか。
(選択は3つまで)

16.1%

29.4%

13.3%

21.5%

6.5%

9.8%

27.6%

41.6%

1.9%

47.9%

11.2%

25.2%

5.6%

13.3%

1.2%

3.5%

15.6%

29.6%

12.8%

19.3%

6.2%

8.6%

26.7%

43.6%

1.6%

49.8%

10.3%

27.2%

4.9%

11.9%

1.2%

2.9%

17.0%

29.1%

14.3%

24.7%

7.1%

11.5%

29.1%

39.0%

2.2%

45.6%

12.1%

22.5%

6.6%

15.4%

1.1%

3.8%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

33.3%

33.3%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

啓発活動の充実

学校教育の推進

生涯にわたる学習機会の充実

女性に対するあらゆる暴力の根絶

生涯を通じた女性の健康づくりへの支援

審議会など意思決定の場や地域活動の場への

女性の積極的な参画推進

雇用等の分野における男女均等な機会と待遇の確保

ワーク・ライフ・バランスを可能とする就業環境の充実

農林水産業・商工業等自営業における

女性の経営参画・社会参画の推進

子育て、介護中であっても仕事が

続けられるような支援の充実

高齢者・障がいのある人の社会参画の支援

高齢者・障がいのある人が安心して暮らせる介護体制の整備

地域や防災・災害復興等における男女共同参画の促進

相談窓口の充実

その他

無回答

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)
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1

2

3

4

5

6

7

防災計画の策定の場に男女がともに参画する

自治会や地域の自主防災組織の女性リーダーを増やす

防災訓練や防災研修会に女性を積極的に参加させる

避難所の運営マニュアルに男女双方の視点を反映させる

避難所運営の際に女性リーダーを配置する

女性や乳幼児などに配慮した避難所運営

男女のニーズの違いに応じた相談や情報提供を行う

問32　防災には男女のニーズの違いに配慮した取組が必要だと考えられるようになってきました。次の取組に
ついて、男女共同参画の視点からどの程度必要だと思いますか。(1つ選択)

87.6%

必要

｢とても必要｣｢どちらかと言えば必要｣を合わせて最も高かったのは、｢防災計画の策定の場に男女がともに参画する｣で
87.6％。最も低かったのは｢女性や乳幼児などに配慮した避難所運営を行う｣が21.8％となる。

必要ない

41.4% 52.1%

73.1%

33.6%

59.3%

30.8%

24.5%

2.8%

21.7%

50.9%

33.2%

56.3%

54.2%

｢まったく必要ない｣｢どちらかと言えば必要ない｣を合わせて最も高かったのは｢避難所の運営マニュアルに男女双方の
視点を反映させる｣の59.4％。最も低かったのは｢防災計画の策定の場に男女がともに参画する｣の2.8％となる。

58.2%

44.9%

50.2%

30.8%

43.0%

21.3%

38.8%

29.4%

9.3%

6.1%

2.3%

7.9%

0.5%

2.6%

2.6%

22.9%

29.7%

58.9%

32.9%

72.9%

51.4%

0.2%

1.6%

1.2%

0.5%

0.7%

0.2%

0.7%

7.5%

18.5%

9.8%

5.1%

12.9%

2.6%

4.7%

2.1%

2.8%

3.0%

2.3%

2.6%

2.6%

1.9%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

(1)防災計画の策定の場に男女がともに

参画する

(2)自治会や地域の自主防災組織の

女性リーダーを増やす

(3)防災訓練や防災研修会等に女性の

参加を促す

(4)避難所の運営マニュアルに男女双方の

視点を反映させる

(5)避難所運営の際に女性リーダーを

配置する

(6)女性や乳幼児などに配慮した避難所

運営を行う

(7)男女のニーズの違いに応じた相談や

情報提供を行う

(各 n=428)

とても必要 どちらかといえば必要 どちらかといえば必要ない

まったく必要ない わからない 無回答
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問32　(2)自治会や地域の自主防災組織の女性リーダーを増やす

問32　(1)防災計画の策定の場に男女がともに参画する

｢とても必要｣｢どちらかと言えば必要｣を合わせると、全体で87.6％と高い。

全体で｢とても必要｣と｢どちらかといえば必要｣を合わせると67.8％となる。

｢女性｣は68.7％、｢男性｣は67.0％であった。

58.2%

56.4%

61.0%

33.3%

29.4%

30.9%

28.0%

2.6%

1.6%

3.8%

0.2%

0.4%

7.5%

9.1%

5.5%

2.1%

1.6%

1.6%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

(各n=428)

とても必要 どちらかといえば必要 どちらかといえば必要ない

まったく必要ない わからない 無回答

22.9%

23.0%

22.5%

33.3%

44.9%

45.7%

44.5%

9.3%

6.2%

13.7%

1.6%

1.2%

2.2%

18.5%

22.2%

13.7%

2.8%

1.6%

3.3%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

(各n=428)

とても必要 どちらかといえば必要 どちらかといえば必要ない

まったく必要ない わからない 無回答

51



問32　(3)防災訓練や防災研修会等に女性の参加を促す

問32　(4)避難所の運営マニュアルに男女双方の視点を反映させる

｢とても必要｣と回答した｢男性｣が34.1％、｢どちらかといえば必要｣と合わせると84.6％であった。
｢とても必要｣と回答した｢女性｣が26.3％、｢どちらかといえば必要｣と合わせると76.9％であった。

男女ともに｢とても必要｣｢どちらかといえば必要｣の回答が高く、合わせるとどちらも90.1％となる。

29.7%

26.3%

34.1%

33.3%

50.2%

50.6%

50.5%

6.1%

5.8%

6.6%

1.2%

1.2%

1.1%

9.8%

13.6%

4.9%

3.0%

2.5%

2.7%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

(各 n=428)

とても必要 どちらかといえば必要 どちらかといえば必要ない

まったく必要ない わからない 無回答

58.9%

57.6%

61.0%

33.3%

30.8%

32.5%

29.1%

2.3%

2.1%

2.7%

0.5%

1.1%

5.1%

5.8%

4.4%

2.3%

2.1%

1.6%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

(各 n=428)

とても必要 どちらかといえば必要 どちらかといえば必要ない

まったく必要ない わからない 無回答
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問32　(5)避難所運営の際に女性リーダーを配置する

問32　(6)女性や乳幼児などに配慮した避難所運営を行う

｢とても必要｣との回答は、｢女性｣78.6％、｢男性｣65.9％と高い。

｢とても必要｣と｢どちらかといえば必要｣を合わせると、｢女性｣で95.5％、｢男性｣で93.4％とかなり高い。

｢とても必要｣｢どちらかといえば必要｣を合わせると、｢女性｣78.2％、｢男性｣73.7％となる。

32.9%

31.7%

35.2%

43.0%

46.5%

38.5%

33.3%

7.9%

6.6%

9.9%

0.7%

0.4%

1.1%

12.9%

13.2%

12.6%

2.6%

1.6%

2.7%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

(各 n=428)

とても必要 どちらかといえば必要 どちらかといえば必要ない

まったく必要ない わからない 無回答

72.9%

78.6%

65.9%

33.3%

21.3%

16.9%

27.5%

0.5%

1.1%

0.2%

0.4%

2.6%

2.5%

2.7%

2.6%

1.6%

2.7%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

(各 n=428)

とても必要 どちらかといえば必要 どちらかといえば必要ない

まったく必要ない わからない 無回答
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問32　(7)男女のニーズの違いに応じた相談や情報提供を行う

「とても必要」との回答は、「女性」で54.7％、「男性」で47.8％、「どちらかといえば必要」と合わせると、「女性」90.9％、
「男性」90.1％と高い。

51.4%

54.7%

47.8%

38.8%

36.2%

42.3%

33.3%

2.6%

2.5%

2.7%

0.7%

0.4%

1.1%

4.7%

4.9%

4.4%

1.9%

1.2%

1.6%

66.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

全体(n=428)

女性(n=243)

男性(n=182)

無回答(n=3)

(各 n=428)

とても必要 どちらかといえば必要 どちらかといえば必要ない

まったく必要ない わからない 無回答
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【その他記載】

問8　 男性が家事、育児、介護などに積極的に参加していくためにはどのようなことが必要だと思
いますか。(選択はいくつでも)

問6　問5(1)で、｢そう思う｣｢どちらかと言えばそう思う｣と答えた方のみ、その理由をお聞かせくだ
さい。(選択はいくつでも)

問3　あなたは男女共同参画社会を実現するためには、どのようなことが必要だと思いますか(特に
重要だと思うものを３つ選択)



問15　問14で｢取得したことがない｣と答えられた方におたずねします。その主な理由をお聞かせく
ださい。(1つ選択)

問12　職場において、男女格差を感じたことがありますか。(選択はいくつでも)

問11　問10で(3)と答えた方におたずねします。その具体的な理由をお聞かせください。(選択はい
くつでも)



問19　問18で｢取得したことがない｣と答えられた方におたずねします。その主な理由をお聞かせく
ださい。(1つ選択)

問21　 問20で｢取得したことがない｣と答えられた方におたずねします。その主な理由をお聞かせく
ださい。(1つ選択)

問17　問16で｢取得したことがない｣と答えられた方におたずねします。その主な理由をお聞かせく
ださい。(1つ選択)



問23　 あなたは、政治・経済・地域などの各分野で、女性の参加が進み、女性のリーダーが増える
と、どのような影響があると思いますか。(選択はいくつでも)

問22　 非正規社員を選んだ理由をお聞かせください。(選択はいくつでも)



問31　｢男女共同参画社会｣を実現するために、今後市が重点を置いて取り組むべきものは何だと思
いますか。(選択は３つまで)

問27　あなたは、セクシュアル・ハラスメントやドメスティック・バイオレンス等の防止や被害者
の支援のために、どのような対策が必要だと思いますか。(選択はいくつでも)

問24　あなたは、政治・経済・地域などの各分野で女性のリーダーを増やすときに、障害となるも
のは何だと思いますか。(選択はいくつでも)



＜自由意見欄＞

問33　最後に、男女共同参画社会を実現するために、市に対してのご意見やご要望がありました
ら、ご自由にお書きください。











計画名 第３次いといがわ男女共同参画プラン 第４次いといがわ男女共同参画プラン（案）

基本理念 一人ひとりがお互いを認め合い、個性と能力を発揮できる社会 一人ひとりが多様性を尊重し、個性と能力を十分に発揮できる社会

基本目標Ⅰ 男女共同参画の推進に向けた社会づくり 男女共同参画の推進に向けた社会づくり

重点目標 １　男女共同参画への理解の促進 １　男女共同参画への理解の促進

　⑴　男女平等参画社会の実現に向けた啓発活動の推進 　⑴　固定的な性別役割分担の解消に向けた意識づくり

　⑵　社会制度・慣行等の見直しと意識の改革 　⑵　男女共同参画への理解の促進

　⑶　男女共同参画に関する男性の理解の促進

２　政策・方針決定過程への女性の参画拡大 ２　多様性を尊重する教育・学習の充実

　⑴　市の審議会等への女性の参画推進 　⑴　ジェンダー平等の視点に立った人権教育

　⑵　市の管理職等への女性の積極的登用の推進 　⑵　固定的な考え方にとらわれないキャリア教育

３　地域における男女共同参画の推進

　⑴　地域活動における男女共同参画の推進

　⑵　防災分野における女性の参画拡大

【国第６次計画】　第　11　分野

基本目標Ⅱ 女性が活躍できる基盤づくり 誰もが能力を発揮できる基盤づくり

重点目標 １　雇用等における男女平等の推進 １　性別に偏らない就労環境づくり

　⑴　男女の雇用における均等な機会と待遇の確保など雇用環境の整備 　⑴　男女の均等な雇用機会と待遇の確保

　⑵　職場におけるハラスメント防止に向けた取り組みの推進 　⑵　職場におけるハラスメント防止に向けた取組

　⑶　多様なライフスタイルに対応した就業環境の整備 　⑶　多様なライフスタイルに対応した就業環境の整備

　⑷　再就職、企業支援 　⑷　就労・再就職・起業支援

２　働き方の見直しと仕事と生活の調和（ワークライフバランス）の推進 ２　ワーク・ライフ・バランスの推進

　⑴　子育てへの男性の参画の促進、介護休業・休暇の取組促進 　⑴　家庭生活への男性の参画促進

　⑵　多様な形態の働き方に応じた育児・介護の支援環境の充実 　⑵　育児・介護の支援環境の充実

３　政策・方針決定過程への女性の参画拡大

　⑴　市の審議会等への女性の参画推進

　⑵　市の管理職等への女性の積極的登用の推進

【国第６次計画】　第　１・２・３　分野

基本目標Ⅲ 安心して暮らせる環境づくり 安心して暮らせる環境づくり

重点目標 １　配偶者からの暴力の根絶 １　あらゆる暴力の根絶

　⑴　DVの根絶に向けた対策の推進 　⑴　DV・性暴力等の根絶に向けた対策の推進

　⑵　安心して相談できる体制の整備 　⑵　安心して相談できる体制の整備

　⑶　安全な保護体制の整備と自立支援の充実 　⑶　安全な保護体制の整備と自立支援の充実

　⑷　関係機関等との連携強化 　⑷　関係機関等との連携強化

２　あらゆる暴力の根絶 ２　生涯を通じた健康支援

　⑴　女性に対する暴力の根絶 　⑴　身体的性差に応じた健康支援

　⑵　性的な暴力の根絶に向けた対策の推進 　⑵　妊娠、出産等に関する健康支援

　⑶　ハラスメント防止対策の推進

３　困難を抱えた人が安心して暮らせる環境の整備 ３　誰もが安心して暮らせる環境の整備

　⑴　貧困等生活上の困難に直面する女性等への支援 　⑴　地域活動における男女共同参画の推進

　⑵　高齢者、障がいのある人、外国人等が安心して暮らせる環境の整備 　⑵　防災分野における女性の参画拡大

４　生涯を通じた健康支援 　⑶　困難を抱えた人が安心して暮らせる環境の整備

　⑴　身体的性差に応じた健康支援

　⑵　妊娠、出産等に関する健康支援

【国第６次計画】第　４・６・７・８・９・10　分野】

第４次いといがわ男女共同参画プラン（体系案)　

意識・理解

働き方

暮らし

資料№5-1

第３次いといがわ男女共同参画プラン（前計画）と第６次男女共同参画基本計画（以下、「国第６次計画」という。）の目指す社会は、本質

的には同じであるため、第４次いといがわ男女共同参画プランの基本理念等は前計画から継承しつつ、国第６次計画の新しい要素を加える形

で策定することとしたい。
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月 8 9 10 11 12 1 2 3

推
進
委
員
会

8/4
第１回委員会
・ｱﾝｹｰﾄ結果
・進捗状況
・計画構成
・今後の予定

第３回委員会
・内容審議

第４回委員会
・最終確認

庁
内
委
員
会

下旬
第１回委員会
・素案策定

第４回委員会
・内容審議

今後のスケジュール（R８年度）

市
議
会
へ
プ
ラ
ン
（
素
案
）
提
出

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

第２回委員会

・内容審議

第２・３回委員会

・内容審議

第４次

プラン

答申

資料№6

諮問


